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市の人口と予算 
【人口・世帯】 〈11月1日現在〉 
合 計 ＝ 156,058人 （＋182） （　）内は前月比 
男 ＝ 77,498人 （＋ 55） 
女 ＝ 78,560人 （＋127） 
世 帯 ＝ 60,503世帯 （＋100） 
【予算】 〈11月1日現在〉 
一 般 会 計＝367億3,081万9千円 
特別・企業会計＝417億4,504万9千円 

平成１９年市議会第４回定例会は、１１月２９日�午後１時から
開会する予定です□問 総務課�７１５０―６０６７

本
市
は
上
位
６
位
に
ラ
ン

ク
し
て
い
ま
し
た
。

　

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
か
ら
新
規

路
線
の
要
望
が
市
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
駅
か

ら
徒
歩
圏
外
に
あ
り
、
高

齢
者
が
多
い
住
宅
地
等
と

駅
を
結
ぶ
こ
と
を
基
本
に
、

道
路
状
況
な
ど
の
運
行
環

境
や
路
線
バ
ス
の
計
画
等

を
考
慮
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
【
小
学
生
の
絵
画
展
示
】

　

利
用
者　

万
人
達
成
を

５０

記
念
し
て
今
日　

日
か
ら
、

１５

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
江
戸
川
台

西
ル
ー
ト
で
、
新
川
小
学

校
児
童
の
絵
画
を
車
内
展

示
し
運
行
し
ま
す
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

市
で
は
、　

歳
以
上
の

６５

方
を
対
象
に
、
流
山
中
央

病
院
と
流
山
総
合
病
院
の

送
迎
バ
ス
の
空
席
を
無
料

で
利
用
で
き
る
高
齢
者
移

動
支
援
事
業
を
、
今
年
７

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　

こ
の
バ
ス
を
利
用
す
る

に
は
、
市
が
交
付
す
る
パ

ス
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

パ
ス
カ
ー
ド
交
付
の
申
し

込
み
方
法
や
運
行
ル
ー
ト

な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

高
齢
者
生
き
が
い
推

進
課
�
７
１
５
０
―
６
０

８
０
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　井崎市長から受賞者一人ひとりに表彰状が手渡されました

　

本
市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た
え
る
平
成　

年
度
「
流
山
市

１９

表
彰
式
」
が
、　

月
３
日
に
市
役
所
議
場
で
行
わ
れ
、　

人
の
方
が
受
賞
の
栄
に
輝
き
ま

１１

１０

し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
郷
土
の
歴
史
に
深
く
刻
み
、
永
く
そ
の
栄
誉

を
た
た
え
る
も
の
で
、
昭
和　

年
に
創
設
さ
れ
た
本
市
最
高
の
顕
彰
制
度
で
す
。
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高
齢
者
移
動
支
援
バ
ス

高
齢
者
移
動
支
援
バ
ス

利
用
に
は
パ
ス
カ
ー
ド

利
用
に
は
パ
ス
カ
ー
ド

交
付
の
申
し
込
み
を

交
付
の
申
し
込
み
を

　

本
年
度
の
市
表
彰
受
賞

者
は
、
自
治
功
労
６
人
、

保
健
福
祉
功
労
２
人
、
産

業
功
労
１
人
、
善
行
が
１

人
で
し
た
。

　

午
前
９
時　

分
か
ら
行

３０

わ
れ
た
式
典
に
は
、
受
賞

者
を
は
じ
め
来
賓
や
市
関

係
者
な
ど
約　

人
が
出
席
。

３０

井
崎
市
長
が
、
受
賞
者
そ

れ
ぞ
れ
の
功
績
を
た
た
え 

「　

万
６
千
市
民
を
代
表

１５
し
敬
意
と
感
謝
を
表
し
、

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
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本
市
最
高
の
顕
彰
制
度

功
績
た
た
え　

人
を
表
彰

１０

市 表 彰

念
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
、
受
賞
者
に
は
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
を
代
表
さ
れ
、

｢

横
須
賀
靖
さ
ん
が 
こ
の

受
賞
を
大
き
な
励
み
と
し

一
層
の
研
さ
ん
を
重
ね
、

ふ
る
さ
と
流
山
の
発
展
の

｣

た
め
に
努
力
し
ま
す 
と

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
と
主
な
功
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
敬
称
略
・
五
十
音
順
〉

　

【
自
治
功
労
】

　

田
中
美
惠
子
（
松
ケ
丘

２
丁
目
）
＝
市
議
会
議
員

山極孝子さん 松本守郎さん 中神啓四郎さん 富田久代さん 田中美惠子さん

池森政治さん 北条正雄さん 米山孝平さん �藤榮一さん 横須賀靖さん

　

富
田
久
代
（
野
々
下
４

丁
目
）
＝
元
市
議
会
議
員

　

中
神
啓
四
郎
（
南
流
山

７
丁
目
）
＝
前
法
律
顧
問

弁
護
士

　

松
本
守
郎
（
流
山
１
丁

目
）
＝
前
市
議
会
議
員

　

山
極
孝
子
（
松
ケ
丘
２

丁
目
）
＝
前
選
挙
管
理
委

員
会
委
員

　

横
須
賀
靖
（
前
ケ
崎
）

＝
市
議
会
議
員

　

【
保
健
福
祉
功
労
】

　

齊
藤
榮
一
（
松
ケ
丘
４

丁
目
）
＝
学
校
歯
科
医

　

米
山
孝
平
（
東
初
石
１

丁
目
）
＝
前
人
権
擁
護
委

員

　

【
産
業
功
労
】

　

北
条
正
雄
（
江
戸
川
台

東
１
丁
目
）
＝
商
業
団
体

役
員

　

【
善
行
】

　

池
森
政
治
（
平
和
台
５

丁
目
）
＝
寄
付

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
３

盲
導
犬
に
理
解
を

盲
導
犬
に
理
解
を

　

月
１
日
、
人
権
講
演
会

月
１
日
、
人
権
講
演
会

１２１２

　

盲
導
犬
を
ご
存
知
で
す

か
。
松
戸
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
流
山
部
会
（
秋
月

孝
夫
会
長
）
で
は
、　

月
１２

３
日
か
ら
の
障
害
者
週
間

と
翌
４
日
か
ら
の
人
権
週

間
を
前
に
、
盲
導
犬
に
つ

い
て
考
え
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
市
内
で
盲
導

犬
ホ
ー
リ
ー
と
暮
ら
す
盲

導
犬
ユ
ー
ザ
ー（
使
用
者
）

の
道
端
久
美
子
さ
ん
。

　

道
端
さ
ん
は
、
目
が
見

え
な
く
な
っ
て
か
ら
パ
ソ

コ
ン
を
始
め
、
音
声
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
盲
導
犬
に
関

す
る
エ
ッ
セ
ー
に
も
挑
戦
。

昨
年
冬
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ

ー
ス
で
も
こ
う
し
た
活
動

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
法

が
施
行
さ
れ
て
４
年
に
な

り
ま
す
が
、「
犬
が
か
わ
い

そ
う
」、「
犬
は
入
店
お
断

り
で
す
」
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
盲
導
犬
に
つ
い
て
誤
解

さ
れ
て
い
る
方
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
、
盲
導
犬

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

▽
日
時
＝　

月
１
日
�

１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
南

１４

１６

流
山
セ
ン
タ
ー
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ
※
要
約
筆

記
、
手
話
通
訳
あ
り

�
　
　

月
４
日
か
ら　

日
ま

１２

１０

で
は
人
権
週
間
、
ま
た
、

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
募
金

に
ご
協
力
を

　

月　

日
か
ら　

日
ま
で

１２

１０

１６

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
で
す
。

　

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

の
皆
さ
ん
は
、
拉
致
は
人

権
侵
害
と
い
う
視
点
で
、

平
成　

年
度
か
ら
市
役
所

１５

ロ
ビ
ー
に
白
い
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
設
置
し
、
拉

致
問
題
の
早
期
解
決
と
被

害
者
の
無
事
救
出
を
祈
っ

て
、
ツ
リ
ー
に
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
を
結
ん
で
い
た
だ
く

募
金
活
動
な
ど
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
も　

月　

日
�
か

１１

２６

ら
ツ
リ
ー
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
３

　盲導犬ホーリー

利
用
者　

万
人
突
破

５０
車
内
で
小
学
生
の
絵
画
展
も

ぐりーんバス
　

市
の「
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
」

が　

月　

日
、
利
用
者
数

１０

３０

　

万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

５０
　

平
成　

年　

月
に
、
江

１７

１１

戸
川
台
東
、江
戸
川
台
西
、

松
ケ
丘
の
３
ル
ー
ト
で
運

行
を
開
始
し
、
今
年
３
月

か
ら
は
新
た
に
西
初
石
ル

ー
ト
を
加
え
現
在
は
４
ル

ー
ト
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

運
行
当
初
の
平
成　

年
１７

　

月
の
利
用
者
は
３
ル
ー

１２ト
で
１
カ
月
約
１
万
人
で

し
た
が
、
今
年　

月
に
は

１０

４
ル
ー
ト
で
約
３
万
６
千

人
と
多
く
の
方
々
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
１
路
線
を

無
料
で
乗
り
継
げ
る
「
乗

り
継
ぎ
券
」
の
発
行
や
、

利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
の

改
正
な
ど
を
行
い
、
利
便

性
向
上
に
努
め
た
結
果
、

利
用
状
況
に
比
例
し
て
運

賃
等
に
よ
る
収
入
も
増
加

し
ま
し
た
。
今
年　

月
の

１０

バ
ス
運
行
に
係
る
経
費
に

対
す
る
運
賃
収
入
の
割
合

は
約　

％
で
し
た
。市
が
、

７１

関
東
エ
リ
ア
に
お
い
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る　

自
治
体
の
平

２５

成　

年
度
分
の
運
賃
収
入

１８
割
合
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
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平成１９年１１月１５日（木曜日）　　　（　）２第１１５０号

　左から、垣見さん、渡辺さん、諏佐さん左から、垣見さん、渡辺さん、諏佐さん

循
環
型
社
会
を
目
指
し
て

進
め
よ
う
ご
み
の
減
量
・
資
源
化

　

地
球
温
暖
化
な
ど
、
環
境
問
題
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
大
量
廃

棄
型
の
社
会
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
資
源
の
消
費
を
抑
制
し
、
環
境
へ
の
負
荷

を
で
き
る
限
り
減
ら
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
」
へ
の
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
市
の
ご
み
処
理
の
現
状
を
ご
紹
介
し
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

ご
み
の
減
量
や
資
源
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
流
山
市
環
境

基
本
計
画
」
の
中
で
、
基

本
的
な
目
標
と
し
て
「
循

環
型
社
会
を
め
ざ
す
ま
ち

づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
流
山
市
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

で
は
、「
大
量
廃
棄
、
大
量

リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
脱 

却
」、「
環
境
負
荷
の
少
な

い
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」を
基
本
方
針
と
し
、

発
生
抑
制
、
資
源
化
の
推

進
、
適
正
処
理
の
実
施
等

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
ご
み
発
生
量

の
増
加
や
、
資
源
化
で
き

る
ご
み
の
分
別
不
徹
底
な

ど
、
ご
み
処
理
に
関
わ
る

諸
問
題
は
一
向
に
解
決
し

て
い
ま
せ
ん
。

�
　

ご
み
や
し
尿
の
処
理
に

掛
か
る
清
掃
費
は
ど
れ
ぐ

ら
い
で
し
ょ
う
か
。
平
成

　

年
度
は
、
約　

億
円
、

１８

２２

清
掃
費
に年

間
約　

億
円

２２

　１０月２２日にリサイクルプラザ・プラザ館で行われた「地
域のごみ問題を考える」をテーマとした講演会では、約８０
人の方が参加し、ごみの減量などについて考えました。

ご
み
処
理
有
料
化
に
つ
い
て

廃
棄
物
対
策
審
議
会
で
審
議
開
始

　

市
で
は
、　

月
９
日
、

１１

ご
み
発
生
量
を
増
加
か
ら

減
少
へ
転
換
さ
せ
、
循
環

型
社
会
を
形
成
す
る
た
め

に
有
効
な
施
策
で
あ
る
ご

み
処
理
有
料
化
に
つ
い
て
、

流
山
市
廃
棄
物
の
減
量
及

び
適
正
処
理
等
に
関
す
る

条
例
第
７
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
流
山
市
廃
棄
物
対

策
審
議
会
（
篠
山
浩
文
会

長
）
へ
諮
問
し
ま
し
た
。

　

循
環
型
社
会
の
形
成
を

目
指
し
、
ご
み
減
量
に
関

す
る
各
施
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
が
、
ご
み
発
生
量

が
相
変
わ
ら
ず
増
加
し
て

い
る
こ
と
や
市
内
に
最
終

処
分
場
が
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
ご
み
の
排
出
量
を

抑
制
す
る
新
た
な
施
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

を
踏
ま
え
、
循
環
型
社
会

の
形
成
を
推
進
す
る
た
め

の
ご
み
の
抑
制
施
策
と
し

て
、
全
国
的
に
も
半
数
以

上
の
市
町
村
が
導
入
し
て

い
る
ご
み
処
理
有
料
化
に

つ
い
て
、
同
審
議
会
に
審

議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
で
は
、
ご
み

処
理
有
料
化
の
検
討
に
つ

い
て
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
、

ご
提
案
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
※
送
付
先
〒
２
７
０

―
０
１
７
４
流
山
市
下
花

輪
１
９
１
、
�
７
１
５
０

―
８
０
７
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

risa
ik
u
ru
@
c
ity
.n
a
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廃
棄
物
対
策
審
議
会
の

開
催

　

今
回
の
諮
問
に
関
す
る

２
回
目
の
審
議
会
を
開
催

し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
当
日
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

３０

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
リ

１３

３０

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

図1　3年間のごみ発生量の推移 
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市
の
一
般
会
計
の
約
６
・

７
パ
ー
セ
ン
ト
が
こ
う
し

た
経
費
と
し
て
使
わ
れ
ま

し
た
。
市
民
１
人
当
た
り

に
す
る
と
約
１
万
４
０
０

０
円
、
１
世
帯
当
た
り
で

は
約
３
万
８
０
０
０
円
と

い
う
状
況
で
す
。

�
　

集
団
回
収
分
を
含
め
、

平
成　

年
度
の
年
間
ご
み

１６

発
生
量
は
５
万
５
６
０
２

ト
ン
で
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成　

年
度
に
は
５
万
８

１８

２
６
５
ト
ン
と
こ
の
３
年

間
で
、
ご
み
発
生
量
が
約

２
７
０
０
ト
ン
増
加
し
ま

ご
み
発
生
量
、３
年
間
で

約
２
７
０
０
ト
ン
増

し
た（
図
１
参
照
）。
１
人

１
日
当
た
り
に
す
る
と
、

約　

グ
ラ
ム
ご
み
を
出
す

２５
量
が
増
加
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

１
日　

グ
ラ
ム
の
ご
み
を

２５

減
ら
す
こ
と
で
、
年
間
約

１
４
０
０
ト
ン
の
ご
み
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。　

グ
ラ
ム
と

２５

は
レ
ジ
袋
（
大
）
３
〜
４

枚
程
度
の
重
さ
で
す
。
買

い
物
で
は
レ
ジ
袋
を
も
ら

わ
ず
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
た
い
も
の
で
す
。

�
　

市
で
は
、
平
成　

年
度

１０

に
資
源
ご
み
と
し
て
紙
類

や
び
ん
、
缶
類
な
ど
を
、

平
成　

年
度
に
プ
ラ
ス
チ

１５

ッ
ク
類
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

資
源
化
で
き
る
ご
み
は

分
別
を

の
分
別
収
集
を
始
め
、
集

団
回
収
と
合
わ
せ
て
資
源

化
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
の
燃
や

１８

す
ご
み
の
組
成
分
析
調
査

で
は
、
紙
類
が　

パ
ー
セ

３６

ン
ト
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

が　

パ
ー
セ
ン
ト
と
資
源

１７
化
で
き
る
と
思
わ
れ
る
も

の
が
多
く
混
入
し
て
い
ま

す
（
図
２
参
照
）。

�
　

市
で
は
、
ご
み
減
量
の

具
体
的
な
方
策
と
し
て
、

自
治
会
単
位
で
啓
発
を
行

っ
て
い
た
だ
く
廃
棄
物
減

量
等
推
進
員
の
委
嘱
、
リ

循
環
型
社
会
の
形
成
に

ご
協
力
を

サ
イ
ク
ル
団
体
に
よ
る
集

団
回
収
へ
の
支
援
、
生
ご

み
処
理
器
の
購
入
補
助
、

ご
み
出
前
講
座
「
ケ
ロ
ク

ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
や
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
講
座

・
教
室
の
開
催
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
活
動
や
施
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
は
、
物
を

大
切
に
使
う
と
い
う
日
ご

ろ
の
心
掛
け
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
家
庭

で
で
き
る
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
を
進
め
、
循
環
型

社
会
の
形
成
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
作
戦
！

　

月
２
日
、
日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
で

１２

　

お
お
た
か
の
森
出
張
所

で
日
曜
、
祝
日
に
開
か
れ

る
日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
。

　
　

月
２
日
は
、「
ご
み
ダ

１２
イ
エ
ッ
ト
作
戦
！
」
を
テ

ー
マ
に
、
ケ
ロ
ク
ル
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
ご
み
出
前
講

座
）
を
開
催
。
す
ぐ
で
き

る
ご
み
の
減
量
方
法
を
紹

介
す
る
ほ
か
子
ど
も
向
け

コ
サ
ー
ジ
ュ
づ
く
り
の
リ

サ
イ
ク
ル
教
室
、
ご
み
減

量
化
促
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
入
選
作
品
の
展
示

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月
２
日
�

１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
日

１０

１７

曜
情
報
セ
ン
タ
ー
（
流
山

お
お
た
か
の
森
Ｓ
・
Ｃ
３

階
市
出
張
所
ロ
ビ
ー
）

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

は
じ
め
学
校
推
薦
の
作
品

　

点
が
、　

月　

日
ま
で

８７

１１

３０

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ

ラ
ザ
館
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

※
祝
日
を
除
く

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

〈
敬
称
略
・
順
不
同
〉

　

【
最
優
秀
賞
】

　

渡
辺
諒
（
新
川
小
）

　

【
優
秀
賞
】

　

垣
見
ひ
か
る
（
江
戸
川

台
小
）
／
諏
佐
仁
美
（
江

戸
川
台
小
）

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

最
優
秀
賞
に
渡
辺
さ
ん

ご
み
減
量
化
促
進
ポ
ス
タ
ー

　

市
で
は
、
環
境
教
育
の

一
環
と
し
て
、
市
内
小
学

４
年
生
を
対
象
に
「
ご
み

の
減
量
・
資
源
化
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
の
作
品
募
集
を

行
い
、
３
８
０
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
学
校
か
ら
選
ば
れ
た

作
品
を
９
月　

日
、
リ
サ

２８

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
審
査
し

た
結
果
、
最
優
秀
賞
に
渡

辺
諒
さ
ん
（
新
川
小
）
の

作
品
お
よ
び
優
秀
賞
２ 

点
、
佳
作
８
点
、
標
語
賞

２
点
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
を

●プラスチックごみと生ごみは分別して
　生ごみが混入したプラスチックごみが多

数見受けられます。処理の際に悪臭を放つ

ばかりでなく、プラスチックの資源化がで

きなくなりますので、プラスチックごみを

出す場合、生ごみを取り除き、軽くすすい

でから出してください。取り除いた生ごみ

は、燃やすごみとして出してください。

●ごみを出す際は中身の確認できる袋で
　中身の見えないレジ袋等でごみを出す方

がいますが、ごみは必ず透明または中身が

確認できる透明性を有するビニール袋など

で出してください。

　□問 クリーン推進課�７１５７－７４１１

ごみの出し方　ここがポイント
ごみが増えています。減量化にご協力を
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新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
へ

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
へ

審
議
会
が
答
申
書
を
提
出

審
議
会
が
答
申
書
を
提
出

　
　

月　

日
、
流
山
市
コ

１０

１０

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審
議
会
（
相

川
征
治
会
長
）
か
ら
「
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

を
図
る
対
応
策
」
に
つ
い

て
の
答
申
書
が
井
崎
市
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審
議
会

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創

造
と
育
成
の
推
進
に
関
し

調
査
お
よ
び
審
議
を
行
う

機
関
で
、
学
識
経
験
を
有

す
る
者
６
人
、
教
育
関
係

か
ら
２
人
お
よ
び
公
募
の

市
民
代
表
８
人
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
で
は
、
平
成　
１７

年　

月
に
市
長
か
ら
の
諮

１２
問
を
受
け
、
約
２
年
間
の

調
査
・
研
究
を
重
ね
た
結

果
、
今
回
の
答
申
と
な
り

ま
し
た
。

　
　

ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
答
申

６７

書
は
、
新
た
な
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
る
対

応
策
と
し
て
、
地
域
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
設
置
や

自
治
会
の
活
性
化
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
等
人

材
育
成
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

答
申
の
具
現
化
を
目
指
し

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
答
申
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

返
信
は　

月
３
日
ま
で
に

１２

ま
ち
づ
く
り
達
成
度
調
査
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
推
進
す
る
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
の
達
成

度
や
市
民
満
足
度
な
ど
を

把
握
す
る
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
事

業
が
ど
の
く
ら
い
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
の
か
知
る

た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
対
象

と
な
っ
た
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

▽
調
査
対
象
者
＝　

歳
２０

以
上
の
市
民
３
０
０
０
人

（
無
作
為
抽
出
）
▽
調
査

方
法
＝
郵
送
し
た
調
査
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返

送
▽
調
査
期
間
＝　

月　
１１

１９

日
〜　

月
３
日
※
詳
細
は

１２

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

答申の主な内容

審
議
会
委
員
を
募
集

下
水
道
事
業
に
皆
さ
ん
の
声
を

　

任
期
満
了
に
伴
う
下
水

道
事
業
運
営
審
議
会
委
員

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

同
審
議
会
は
、
公
共
下

水
道
の
使
用
料
お
よ
び
受

益
者
負
担
金
に
関
す
る
事

項
や
、
下
水
道
事
業
の
運

営
に
関
し
、
調
査
や
審
議

を
し
、
市
長
に
答
申
・
建

議
を
行
い
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
／
募
集
人

員
＝　

歳
以
上
で
市
内
在

２０

住
の
方
／
２
人
▽
活
動
予

定
＝
年
２
回
程
度
の
会
議

（
平
日
開
催
予
定
）
▽
報

酬
＝
日
額
７
２
０
０
円

（
交
通
費
含
む
）
▽
任
期

＝
委
嘱
日
か
ら
２
年
間（
平

成　

年
２
月
委
嘱
予
定
）

２０
▽
応
募
方
法
＝
「
応
募
理

由
お
よ
び
公
共
下
水
道
に

対
す
る
考
え
方
」
を
８
０

０
字
以
内
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、　

月　

日

１１

３０

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
下
水
道
業
務
課
へ
郵
送

（
応
募
書
類
等
は
返
却
し

ま
せ
ん
）
▽
選
考
方
法
＝

書
類
審
査
※
応
募
者
全
員

に
合
否
を
通
知
。
採
用
者

は
広
報
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

　

□問
 

下
水
道
業
務
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
６

お詫びと訂正　
　広報ながれやま１０月１日号２面の、流山市
民ふれあいセンター相馬ユートピアの記事中、
「平成２０年３月末日で廃止になります。」とあ
るのは、「平成２０年３月末で廃止する予定で諸
手続きを進めております。」に訂正させていた
だきます。この相馬ユートピアについては、
来る１２月議会において施設の廃止条例案を提
案予定であり、市議会の議決前に廃止決定し
たような表現につきまして、訂正してお詫び
します。
　また、「同年（平成２０年）４月以降の宿泊予
約を停止させていただきます。」としましたの
は、施設管理条例施行規則により６カ月前か
ら予約できるため、利用希望者にご迷惑をお
かけしないよう、１０月１日号で予約の停止に
ついてお知らせをしたものです。予約の受付
期間については、同規則を１１月１日付で「６
カ月前から」を「２カ月前から」に改正しま
したのでご協力をお願いします。なお、来年
３月末までの利用について、予約を頂いてい
る方についてはそのままご利用いただけます。
　□問 コミュニティ課�７１５０－６０７６

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き

　

軽
自
動
車
（
軽
四
輪
、

原
動
機
付
き
自
転
車
、
耕

運
機
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
）

な
ど
を
人
に
譲
っ
た
り
、

処
分
し
た
り
、
盗
難
に
遭

っ
た
り
し
て
所
有
し
て
い

な
い
場
合
、
名
義
変
更
や

廃
車
の
手
続
き
を
し
な
い

｢

と
、
い
つ
ま
で
も 
軽
自

｣

動
車
税 
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の

廃
車
の
手
続
き
に
は
、
①

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
②
標

識
交
付
証
明
書
③
印
か
ん

が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
お
よ
び
問
い
合

わ
せ
先
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　

▽
流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の

バ
イ
ク
な
ど
（
１
２
５　
cc

ま
で
の
バ
イ
ク
、
小
型
特

殊
自
動
車
）
＝
市
民
税
課

�
７
１
５
０
―
６
０
７
３

▽
１
２
５　

を
超
え
る
バ

cc

イ
ク
＝
千
葉
運
輸
支
局
野

田
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
�
０
５
０
―
５
５
４
０

―
２
０
２
３
▽
軽
四
輪
自

動
車
＝
軽
自
動
車
検
査
協

会
千
葉
事
務
所
野
田
支
所

�
７
１
２
０
―
２
０
２
０

　

新
耐
震
基
準
（
昭
和　
５６

年
）
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進

の
一
環
と
し
て
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

千
葉
県
主
催
の
講
演
会
と

建
築
士
に
よ
る
無
料
耐
震

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
平
成　

年
２

２０

月
２
日
�
▽
場
所
＝
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
▽
参
加
費

＝
無
料
※
駐
車
場
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

【
講
演
会
】

　

▽
時
間
＝　

時　

分
〜

１２

３０

　

時　

分
▽
定
員
＝　

人

１４

２０

８０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
耐

震
診
断
や
改
修
に
つ
い
て

の
講
演
、
改
修
事
例
の
紹

介
な
ど
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

　

【
個
別
相
談
会
】

　

▽
時
間
＝　

時　

分
〜

１４

３０

　

時　

分
▽
対
象
／
定
員

１６

３０

＝
昭
和　

年
以
前
建
築
の

５６

木
造
住
宅
を
所
有
し
居
住

し
て
い
る
方
／　

組
（
先

２０

着
順
）
※
１
組
当
た
り
相

談
時
間
約　

分
▽
持
ち
物

３０

＝
建
築
物
の
図
面
（
建
築

確
認
通
知
書
等
）
▽
申
し

込
み
＝　

月　

日
か
ら
電

１１

１６

話
で
建
築
住
宅
課
へ
（
土

・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

　

□問
 

建
築
住
宅
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
８

��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������

地震に備え地震に備え
わが家の耐震化を　わが家の耐震化を

講演会と無料相談会を開催講演会と無料相談会を開催

農　農業委員会が業委員会が
建議書を提出建議書を提出　

農業施策１７項目を建議農業施策１７項目を建議

　
　

月　

日
、
農
業
委
員

１０

２５

会
総
会
終
了
後
、
高
市
正

義
農
業
委
員
会
長
が
市
に

「
平
成　

年
度
流
山
市
農

２０

業
施
策
に
つ
い
て
の
建
議

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
建
議
書
で
、
本
市
農

業
に
つ
い
て
近
年
の
厳
し

い
農
業
環
境
を
考
慮
し
、

実
効
性
の
あ
る
農
業
施
策

を　

項
目
に
集
約
し
建
議

１７
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
建
議
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

□問
 

農
業
委
員
会
事
務
局

�
７
１
５
０
―
６
１
０
２　石原副市長に建議書を手渡す高市会長

１新たな地域コミュニティ形成を図る対応策
　�地域まちづくり協議会の設置
　�全市コミュニティ推進会議の設置
　�自治会の活性化　�コミュニティリーダー等の人材育成
　�地域コミュニティ活動拠点・場の確保　�行政の改革
２新規開発地域のコミュニティ形成
３八木南地区の今後の対応策

　
　

月
は
「
児
童
虐
待
防

１１
止
推
進
月
間
」
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
家
庭
の

中
で
起
こ
る
た
め
、
実
態

が
現
れ
に
く
い
問
題
で
す
。

ま
た
、
保
護
者
に
は
虐
待

を
し
て
い
る
認
識
が
な
く
、

し
つ
け
の
一
環
と
し
て
虐

待
を
否
定
す
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
児
童
虐
待

の
背
景
に
は
、
保
護
者
自

身
で
は
解
決
し
き
れ
な
い

多
く
の
問
題
を
抱
え
、
子

育
て
に
悩
ん
で
い
る
場
合

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
虐
待

が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
が
い

る
場
合
に
は
、
市
や
柏
児

童
相
談
所
な
ど
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
連
絡
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
に
悩
ん
で
い
る
方
は
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ま

ず
は
相
談
を
。

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

子
ど
も
を
守
ろ
う

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
相
談
を

電話番号相談場所

７１５０－６０８２子ども家庭課
虐待ではと
感じたら

７１５８－４１４４家庭児童相談室

７１３１－７１７５柏児童相談所

７１４４－７９２６
子育て支援センター
ゆうゆう

子育てに
悩んだら

松戸税務署からのお知らせ　
　松戸税務署では、確定申告会場用のプ
レハブを設置するため、１２月１日から平
成２０年４月下旬まで駐車場が使用できま
せん。
　来署の際には、公共交通機関のご利用
をお願いします。
　□問 松戸税務署�０４７－３６３－１１７１
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平成１９年１１月１５日（木曜日）　　　（　）４

�
　

一
般
会
計
と
は
、
市
政

を
運
営
し
て
い
く
た
め
の

基
本
的
な
経
費
を
計
上
し

て
い
る
会
計
で
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計

１８

の
決
算
状
況
は
、
歳
入
総

額
が
３
５
２
億
５
９
６
３

万
３
千
円
（
予
算
現
額
に

対
す
る
決
算
額
の
比
率
１

０
０
・
７
％
、
前
年
度
決

算
額
に
対
す
る
増
減
率
６

一

般

会

計

・
０
％
減
）、
歳
出
総
額
３

２
９
億
６
８
４
５
万
４
千

円
（
予
算
現
額
に
対
す
る

決
算
額
の
比
率　

・
１
％
、

９４

前
年
度
決
算
額
に
対
す
る

増
減
率
８
・
８
％
減
）
と

な
り
ま
し
た
。
収
支
差
し

引
き　

億
９
１
１
７
万
９

２２

千
円
か
ら
、
工
事
遅
延
な

ど
の
事
情
で
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
こ
と
と
な
っ
た
事

業
の
財
源
３
億
９
２
１
８

万
６
千
円
を
差
し
引
い
た

　

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆

さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、

市
の
財
産
、
借
り
て
い
る
お
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

年
２
回
、財
政
事
情
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
①「
平
成　

年
度
決
算
」
と
②「
平
成　

１８

１９

年
度
上
半
期
予
算
（
４
月
１
日
〜
９
月　

日
）

３０

の
執
行
状
況
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
国

庫
支
出
金
は
、
前
年
度
比

　

・
７
％
の
３
億
９
８
２

１４３
万
２
千
円
の
減
と
な
り
、

地
方
交
付
税
で
は
、
前
年

度
比　

・
１
％
の
６
億
８

３３

４
３
３
万
３
千
円
の
大
幅

な
減
収
と
な
り
ま
し
た

（
表
１
参
照
）。

�
　

歳
出
総
額
は
、
前
年
度

比
８
・
８
％
の　

億
７
７

３１

５
５
万
４
千
円
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
主
な
理

由
は
、　

年
度
に
お
い
て

１７

歳
出
の
状
況

　

億
９
８
９
９
万
３
千
円

１８が
実
質
収
支
額
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
災
害
救
助

基
金
に　

万
円
を
積
み
立

５０

て
、
残
り
が
平
成　

年
度

１９

へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

�
　

歳
入
の
構
成
比
率
で
は
、

過
半
数
を
占
め
る
市
税
は

経
済
状
況
の
回
復
を
受
け

予
算
現
額
に
対
し
３
億
８

４
３
２
万
２
千
円
の
増
額

に
な
り
、
対
前
年
度
比
５

・
６
％
の　

億
円
余
の
増

１０

収
と
な
っ
た
反
面
、
国
の

歳
入
の
状
況

平成１８年度一般会計決算

表２　水道事業会計決算　　　　　　　（税込み）

執行済額予算額区　　　分

３４億６,７２４万８千円３４億９,３０２万４千円収益的収入事業経営に係る 

収支 ３３億 ７７４万８千円３４億８,１６１万１千円収益的支出

６億９,５４０万５千円６億１,５８７万９千円資本的収入水道施設の建設に

係る資本的収支 １１億７,１６５万７千円１３億２,６５６万４千円資本的支出

【　　】内は平成１８年度新規事業

つくばエクスプレス沿線自転車駐車場設置および管理運営事業 4,200万円
出張所の統廃合事業 4,469万6千円
【出張所の統廃合事業・出張所の取扱業務の見直し事業（各出
張所での税証明）・運河の森調査事業・健康都市推進事業】

総　

務　

費

生活保護法に基づく扶助事業 13億1,093万7千円
介護保険特別会計繰出事業 8億8,503万1千円
老人保険医療特別会計繰出事業 7億1,371万6千円
国民健康保険特別会計繰出事業 9億1,833万4千円
児童手当支給事業 7億9,803万円　　
保育所（園）運営費委託事業 7億5,754万9千円
【孤独死対策モデル事業・下花輪福祉会館指定管理者事業・
　児童福祉施設エアコン設置事業】

民　

生　

費

乳幼児医療対策事業 1億8,942万3千円
成人老人検診事業 4億7,536万3千円
ごみ処理施設管理事業 3億8,398万3千円
ごみ収集事業 5億8,647万2千円
し尿処理収集事業 9,804万5千円

衛　

生　

費

コミュニティプラザ指定管理者事業 2,345万7千円
勤労者総合福祉センター屋根改修事業 1,904万2千円

労
働
費

農業振興対策事業 925万8千円
市民農園事業 208万1千円

農
林
水

産
業
費

中小企業資金融資に関する事業 1億2,570万5千円
商工業育成・助成事業 1,223万9千円

商
工
費

道路維持補修事業 1億9,055万3千円
道路用地取得事業 1億9,871万9千円
準用河川神明堀改修事業 1億2,144万2千円
都市計画道路３・５・２２号東深井市野谷線道路改良事業 　2億5,711万4千円

土　
木　
費

救急救命士の養成および研修事業 442万4千円
消防団運営事業 2,579万6千円
消防団活動事業 694万8千円
消防ポンプ自動車（消防団）整備事業 1,442万１千円

消　
防　
費

教育総務施設管理事業（小・中学校） 3億4,283万３千円
私立幼稚園等補助事業 1億7,446万円　　
埋蔵文化財発掘調査事業 7,441万１千円
学校給食施設管理事業 9,729万５千円

教　
育　
費

会計 　　　　　　　　　　　（税込み）

基金等建物土地

２１９億７,７４３万３千円２８３,９５０㎡１,４３５,７４０㎡月３０日現在）

２１５億５,７３４万８千円２８４,１０１㎡１,４１４,４８４㎡月３０日現在）

２３８億３,６８５万円　　２８４,３６０㎡１,３９３,５５１㎡月３０日現在）

の状況

前年度比率収入済額用語の説明分

　５.６％２００億９,２１０万３千円市民の皆さんに納めていただいた市民税や固
定資産税など税

－２０.０％２２億２,７７０万円　　多額の経費を必要とする事業に充てるための
長期の借入金債

－１４.７％２３億１,７０３万３千円特定の事業を行うときに国から交付されるお
金出 金

－３３.１％１３億８,２１０万６千円一般財源が不足する団体に国から配分される
お金付 税

－５.３％２４億　３５９万４千円国・県が徴収した税の一部が市町村に交付される
もので、地方消費税交付金などがある金

　１１.１％１４億　６８３万３千円特定の事業を行うときに県から交付されるお
金出 金

　７.９％１３億５,７７１万９千円平成１７年度決算の剰余金を１8年度の歳入とし
たもの金

－２.５％　６億１,８５３万６千円文化会館や公民館等の使用料及び住民票や印
鑑証明等の各種証明書の手数料び手数料

－３３.６％３４億５,４００万９千円繰入金、地方譲与税、分担金及び負担金など他

－６.０％３５２億５,９６３万３千円計

前年度比率支出済額用語の説明分

－４.８％１０１億　４５３万４千円福祉手当､生活保護費､福祉会館及び保育所の
運営などに要する経費費

－１６.７％４８億２,４５６万４千円道路､公園､河川の建設や管理などに要する経
費費

－６.２％４０億　４００万１千円小・中学校などの教育関係､文化・スポーツ
の振興などに要する経費費

－６.８％３７億８,２９９万８千円健康診断､予防接種､公害対策、ごみ処理など
に要する経費費

３.５％３８億　１５９万２千円市役所の管理・運営、徴税事務、戸籍関係事務､選
挙､統計調査､広報などに要する経費費

９.３％３７億６,００２万５千円市債など､市が借りたお金の返済に要する経
費費

－４.９％１７億９,７５７万２千円消防署､消防団の管理・運営などに要する経
費費

－６３.０％８億９,３１６万８千円議会費、労働費、農林水産業費、商工費、災
害復旧費、諸支出金他

－８.８％３２９億６,８４５万４千円計

支出済額　　　　１４４億５,４６０万１千円
支出割合（対予算比）　　３８.８％

支出

割合
支出済額予算額

４６.４％１７億８,７２６万８千円８億５,２９４万２千円

４４.７％４８億９,７５６万４千円９億５,７９４万９千円

３１.２％１３億　３２３万２千円１億８,２６４万６千円

３８.７％６,７０７万５千円１億７,３３５万３千円

６５.３％　１億９,０３６万６千円２億９,１６６万７千円

２９.４％１８億５,５８０万７千円３億１,８５８万５千円

４３.３％７億８,１１８万円　　８億　３０２万５千円

３３.８％１７億３,８８０万９千円１億４,３１９万２千円

４０.３％１６億３,１３４万４千円０億４,４１８万９千円

３９.４％　２億　１９５万６千円５億１,２２５万７千円

□問 財政課
�７１５０－６０７１

決
算
か
ら
見
る
財
政
事
情

　

億
９
千
万
円
余
を
繰
り
越
し

１８

市財政の
概況報告

①
平
成　

年
度
決
算
の
状
況

18

社
会
福
祉
基
金
な
ど
３
つ

の
基
金
を
統
合
し
て
健
康

福
祉
基
金
と
し
て
９
億
７

千
万
円
余
り
の
積
み
立
て

や
地
域
融
和
施
設
建
設
工

事
費
２
億
３
千
万
円
、
東

武
野
田
線
乗
換
駅
新
設
に

伴
う
負
担
金
３
億
８
千
万

円
や
土
地
開
発
公
社
が
先

行
取
得
し
た
土
地
の
取
得

費　

億
円
が
あ
っ
た
こ
と

１４
な
ど
が
主
な
要
因
で
す

（
表
１
参
照
）。

�
　

市
は
、
仕
事
を
す
る
上

で
目
的
に
応
じ
て
建
物
や

土
地
な
ど
の
必
要
な
財
産

を
持
っ
て
い
ま
す
。
財
産

に
は
、
市
庁
舎
、
学
校
、

公
園
、
有
価
証
券
、
各
種

基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市
が
保
有
す
る
主
な
財
産

は
、平
成　

年
度
末
現
在
、

１８

次
の
と
お
り
で
す
。

　

土
地
…
１
４
１
万
１
７

市
の
財
産

５
９
平
方
メ
ー
ト
ル

　

建
物
…　

万
３
４
０
５

２８

平
方
メ
ー
ト
ル

　

基
金
…　

億
５
１
７
５

９７

万
９
千
円

　

有
価
証
券
お
よ
び
出
資

金
…
１
２
０
億
３
４
６
６

万
円

�
　

平
成　

年
度
の
一
般
会

１８

計
決
算
額
を
市
民
１
人
当

り
で
み
る
と　

万
２
５
５

２１

市
民
の
負
担
状
況

４
円
で
す
。
こ
の
内
約
半

分
の　

万
９
５
３
８
円
が

１２

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
た
市
税
収
入
で
す

（
平
成　

年
３
月　

日
現

１９

３１

在
の
人
口　

万
５
１
０
６

１５

人
で
計
算
）。

平成１８年度に行った主な事業
万５千円

収支
割合収支済額予　算　額　分

４５.８％１６億９,５０７万８千円３７億　４８４万８千円収益的収入

４８.３％１６億５,９６７万５千円３４億３,６２９万５千円収益的支出

１０.６％　１億３,８４０万８千円１３億　４４１万円　　資本的収入

５１.９％１０億　８９１万６千円１９億４,３１３万８千円資本的支出

������������������������
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②
平
成　

年
度
の
予
算
執
行
状
況
（
平
成　

年
９
月　

日
現
在
）

19

１９

３０

市民１人当たり 

使われた費用 
21万2,554円 
納税額 

12万9,538円 
納税額 

12万9,538円 
 

�
　

国
民
健
康
保
険
や
介
護

保
険
の
よ
う
に
特
定
の
事

業
を
行
う
た
め
に
、
一
般

会
計
と
区
別
し
て
経
理
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
設

け
ら
れ
る
会
計
で
す
。
平

成　

年
度
に
は
６
つ
の
特

１８
別
会
計
が
あ
り
ま
し
た
。

�
　

地
方
公
営
企
業
法
の
適

用
を
受
け
る
事
業
で
、
一

般
の
企
業
と
同
様
複
式
簿

記
に
よ
り
会
計
処
理
を
行

っ
て
い
ま
す（
表
２
参
照
）。

特

別

会

計

水
道
事
業
会
計

１１月２２日�、広報ながれやま「行財政改革　特集号」を発行します。
□問 秘書広報課�７１５０－６０６３

（　）　　 第１１５０号５

ウィンターファンタジアウィンターファンタジア
表１　平
【歳入】

一般会計から特別会計への繰り入れの推移

土地開発基金 

17億9,000万円 

減債基金 
15億5,606万円 

健康福祉基金 
9億6,697万8千円 

ふるさと21 
まちづくり基金 
3億2,411万5千円 

廃棄物処理施設建設基金 
2億4,234万6千円 

その他　5億1,513万円 

財政調整積立基金 

43億5,713万円 

財政調整積立基金 

43億5,713万円 

市債の内訳
１８年度末現在高内　　　　　容

１２４億５,１４０万７千円道路や公園の整備等

　１２億７,３７７万６千円図書館の建設、学校の改修工事など

　８８億４,６１３万８千円廃棄物処理施設の建設など

　５億１,６６３万７千円市営住宅の建設など

　６４億１,４２２万３千円市民税減税や税収の補てん

　８６億５,０３２万２千円臨時財政対策債

　７億　４９２万７千円その他

３８８億５,７４３万円一般会計合計

　２４億７,１５６万６千円西平井・鰭ケ崎土地区画整理事業特別会計

１７３億５,７０３万円公共下水道特別会計

１０７億２,０７１万４千円水道事業会計

６９４億　６７４万円総　合　計

【歳　入】　　収入済額　　　　１７１億５,７９１万８千円
　　　　　　収入割合（対予算比）　　４６.０％

収入
割合

収入済額予算額区　分

５１.８％１１１億　９４２万４千円２１４億６,２３２万５千円市 税

２８.２％　１億１,５６９万９千円４億１,０００万円　　地方譲与税

５２.８％９億８,１２４万５千円
１８億５,９３５万５千円

　　
交 付 金

６９.５％　７億　４５１万７千円１０億１,３９４万４千円地方交付税

４９.０％　２億９,５８３万９千円　６億　３５５万円　　
使用料及び
手 数 料

３９.１％　１０億１,８４０万３千円２６億　３９２万４千円国庫支出金

１９.４％　２億８,１０６万６千円１４億４,６４８万４千円県 支 出 金

３３.７％２６億５,１７２万５千円７８億８,０２２万３千円
その他（財産収
入、市債など）

特別会計
収支
割合収支済額予　算　額区分会　　計　　名

４０.２％５５億　８９５万２千円
１３６億９,０７４万８千円

歳入国民健康保険

特 別 会 計 ４２.６％５８億２,７０４万円　　歳出

４２.４％４２億２,０２２万７千円
９９億５,４１８万３千円

歳入老人保健医療

特 別 会 計 ３８.９％３８億７,３３９万３千円歳出

２３.４％１３億９,２３５万６千円
５９億５,６９１万４千円

歳入公 共 下 水 道

特 別 会 計 １７.６％１０億４,５９０万３千円歳出

６.０％　　９,２３９万５千円
１５億５,２１１万７千円

歳入西平井・鰭ケ崎土
地区画整理事業
特 別 会 計 ３１.０％　４億８,０５５万２千円歳出

５０.８％３１億６,５５５万円　　
６２億２,７２３万９千円

歳入介 護 保 険

特 別 会 計 ３６.３％２２億６,２３９万６千円歳出

水道事業

平成１９年（９

平成１８年（９

平成１７年（９

市有財産

区　　

市

市

国 庫 支

地 方 交

交 付

県 支

繰 越

使用料及び

そ の

合

区　　

民 生

土 木

教 育

衛 生

総 務

公 債

消 防

そ の

合

16 

14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 

0

国民健康保険 介護保険 老人保健医療 公共下水道 西平井・鰭ケ崎 
土地区画整理事業 

H14年度 
H15年度 
H16年度 
H17年度 
H18年度 

（億円） 

【歳　出】　　支
　　　　　　支

区　分

３８総 務 費

１０９民 生 費

４１衛 生 費

　１
農 林

水 産 業 費

　２商 工 費

６３土 木 費

１８消 防 費

５１教 育 費

４０公 債 費

　５
その他（議会費、
災害復旧費、予
備費など）

一般会計　予算額　３７２億７,９８０万

区　　

事業経営に
係る収支

水道施設
の建設に係
る資本的
収支

��������������������������������

【歳出】

主な基金の平成１８年度末現在高（97億5,175万9千円）
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巨
大
な
お
城
や
サ
ン
タ
、

ト
ナ
カ
イ
な
ど
の
光
の
オ

ブ
ジ
ェ
が
、
お
お
た
か
の

森
駅
前
広
場
に
出
現
。
期

間
中
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ア

ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
駅

ラ
イ
ブ
な
ど
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
楽
し
め
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　

期
間
は
、
明
日　

月　
１１

１６

日
�
か
ら　

月　

日
�
ま

１２

２５

で
。
主
な
内
容
は
次
の
と

光
も
音
楽
も
絵
画
も

明
日
か
ら
お
お
た
か
の
森
駅
前
で

　

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

い
っ
ぱ
い
の
「
お
お
た
か
の
森
ウ
ィ

ン
タ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
２
０
０
７
」

が
明
日　

日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

１６

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
と
周
辺
全
体

が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
な
っ
た
よ
う
な

楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
り
で
す
。
な
お
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
時
間

は
、　

時
か
ら　

時
ま
で
。

１７

２４

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　
 

点
灯
式
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
式
を
行
い
、
点
灯
式
の

後
に
は
、「
そ
ね
そ
ね
く
ら

ぶ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。
小
学
生
時
代
に

日
野
皓
正
や
レ
イ
・
ブ
ラ

イ
ア
ン
ト
と
共
演
し
、
才

能
を
認
め
ら
れ
た
曽
根
麻

央
さ
ん
（　

）
の
ト
ラ
ン

１６

ペ
ッ
ト
中
心
の
家
族
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
で
す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１６

　

時
〜
▽
場
所
＝
流
山
お

１７お
た
か
の
森
駅
南
口
都
市

広
場お

お
た
か
の
森
駅　
 

ラ
イ
ブ

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１１

２０

▽
場
所
＝
Ｔ
Ｘ
グ
ラ
ン
ド

ア
ベ
ニ
ュ
ー
内

　

【
昼
の
部
】
▽
演
奏
時

間
＝
①　

時
〜
、
②　

時

１３

１５

〜
▽
内
容
＝
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
と
オ
ペ
ラ
の
共
演

（
岩
城
里
江
子
、
川
井
佐

知
子
、
今
野
恵
子
）

　

【
夜
の
部
】
▽
演
奏
＝

①　

時
〜
、
②　

時
〜
▽

１９

２１

内
容
＝
渡
邊
重
信
ハ
ー
ト

フ
ル
ラ
イ
ブ
（
ボ
ー
カ
ル

・
ギ
タ
ー
）

ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

自
由
通
路
を
キ
ャ
ン
パ

ス
に
、
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト

が
描
か
れ
ま
す
。
今
年
８

月
、
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
た
「
マ
ド
ン
ナ
ー
ロ
・

マ
ン
ト
ヴ
ァ
大
会
」
で
受

賞
し
た
水
井
友
仁
さ
ん
が

描
き
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２２

〜　

日
�　

時
〜　

時
に

２５

１１

１７

制
作
し
、
描
か
れ
た
絵
は

　

月　

日
�
ま
で
展
示
▽

１２

２５

場
所
＝
流
山
お
お
た
か
の

森
駅
自
由
通
路

市
民
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ー

　

地
元
自
治
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
餅
つ
き
と
お
汁
粉

の
振
る
舞
い
や
文
部
大
臣

賞
を
受
賞
し
、
東
京
都
ヘ

ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
持
つ
和
太
鼓

御
響
の
演
奏
な
ど
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１２

１５

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
流

１２

１６

山
お
お
た
か
の
森
駅
南
口

都
市
広
場

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト 

＆
ラ
イ
ブ　
　
　
　

　

地
域
の
小
学
校
や
保
育

園
の
子
ど
も
た
ち
と
ク
リ

ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
に
思

い
思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

絵
を
描
い
て
、
駅
前
広
場

を
キ
ャ
ン
ド
ル
で
飾
り
ま

し
ょ
う
。

　

▽
日
時
／
内
容
＝　

月
１２

　

日
�　

時　

分
〜
／
保

２２

１６

３０

育
園
児
や
市
民
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
、　

日
�　

時
〜

２３

１７

／
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ
ブ
「
ワ

ン
・
フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
」

▽
場
所
＝
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
南
口
都
市
広
場

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

議場で初のコンサート
１１月２９日１２時１５分から

　市議会では、議場でコンサートを開

催します。議場コンサートは、より開

かれた議会、市民に身近な議会を目指

して初めて開催するものです。

　▽日時＝１１月２９日�１２時１５分開演

（１２時開場）▽場所＝市役所４階議場

▽内容＝市内の音楽愛好家の演奏等▽

対象／定員＝市民／１００人▽参加費＝無

料▽申し込み＝当日、直接会場へ

　□問 議会事務局�７１５０－６０９９

　楽しいイベントが盛りだくさん

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　岩城さん

　水井さんと作品

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

【
作
品
展
】

　

▽
期
間
＝　

月
３
日
�

１２

〜
７
日
�
▽
時
間
＝
８
時

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１７

２０

＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
▽
内
容
＝
各
種
障
害
者

団
体
や
施
設
の
事
業
や
活

動
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展

示
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
１

【
絵
画
展
】

　

▽
期
間
＝　

月
３
日
�

１２

〜
８
日
�
▽
時
間
＝　

時
１０

〜　

時
▽
場
所
＝
初
石
聖

１６
書
教
会
（
�
７
１
５
５
―

４
９
５
０
）
▽
内
容
＝
障

害
者
施
設
に
通
い
な
が
ら

水
彩
画
を
学
び
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
た

「
す
ず
き
く
に
ひ
ろ
作
品

展
」
▽
入
場
料
＝
無
料

月
３
日
か
ら
障
害
者
週
間

　

月
３
日
か
ら
障
害
者
週
間

１２１２
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平成１９年１１月１５日（木曜日）　　　（　）４

�
　

一
般
会
計
と
は
、
市
政

を
運
営
し
て
い
く
た
め
の

基
本
的
な
経
費
を
計
上
し

て
い
る
会
計
で
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計

１８

の
決
算
状
況
は
、
歳
入
総

額
が
３
５
２
億
５
９
６
３

万
３
千
円
（
予
算
現
額
に

対
す
る
決
算
額
の
比
率
１

０
０
・
７
％
、
前
年
度
決

算
額
に
対
す
る
増
減
率
６

一

般

会

計

・
０
％
減
）、
歳
出
総
額
３

２
９
億
６
８
４
５
万
４
千

円
（
予
算
現
額
に
対
す
る

決
算
額
の
比
率　

・
１
％
、

９４

前
年
度
決
算
額
に
対
す
る

増
減
率
８
・
８
％
減
）
と

な
り
ま
し
た
。
収
支
差
し

引
き　

億
９
１
１
７
万
９

２２

千
円
か
ら
、
工
事
遅
延
な

ど
の
事
情
で
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
こ
と
と
な
っ
た
事

業
の
財
源
３
億
９
２
１
８

万
６
千
円
を
差
し
引
い
た

　

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆

さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、

市
の
財
産
、
借
り
て
い
る
お
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

年
２
回
、財
政
事
情
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
①「
平
成　

年
度
決
算
」
と
②「
平
成　

１８

１９

年
度
上
半
期
予
算
（
４
月
１
日
〜
９
月　

日
）

３０

の
執
行
状
況
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
国

庫
支
出
金
は
、
前
年
度
比

　

・
７
％
の
３
億
９
８
２

１４３
万
２
千
円
の
減
と
な
り
、

地
方
交
付
税
で
は
、
前
年

度
比　

・
１
％
の
６
億
８

３３

４
３
３
万
３
千
円
の
大
幅

な
減
収
と
な
り
ま
し
た

（
表
１
参
照
）。

�
　

歳
出
総
額
は
、
前
年
度

比
８
・
８
％
の　

億
７
７

３１

５
５
万
４
千
円
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
主
な
理

由
は
、　

年
度
に
お
い
て

１７

歳
出
の
状
況

　

億
９
８
９
９
万
３
千
円

１８が
実
質
収
支
額
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
災
害
救
助

基
金
に　

万
円
を
積
み
立

５０

て
、
残
り
が
平
成　

年
度

１９

へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

�
　

歳
入
の
構
成
比
率
で
は
、

過
半
数
を
占
め
る
市
税
は

経
済
状
況
の
回
復
を
受
け

予
算
現
額
に
対
し
３
億
８

４
３
２
万
２
千
円
の
増
額

に
な
り
、
対
前
年
度
比
５

・
６
％
の　

億
円
余
の
増

１０

収
と
な
っ
た
反
面
、
国
の

歳
入
の
状
況

平成１８年度一般会計決算

表２　水道事業会計決算　　　　　　　（税込み）

執行済額予算額区　　　分

３４億６,７２４万８千円３４億９,３０２万４千円収益的収入事業経営に係る 

収支 ３３億 ７７４万８千円３４億８,１６１万１千円収益的支出

６億９,５４０万５千円６億１,５８７万９千円資本的収入水道施設の建設に

係る資本的収支 １１億７,１６５万７千円１３億２,６５６万４千円資本的支出

【　　】内は平成１８年度新規事業

つくばエクスプレス沿線自転車駐車場設置および管理運営事業 4,200万円
出張所の統廃合事業 4,469万6千円
【出張所の統廃合事業・出張所の取扱業務の見直し事業（各出
張所での税証明）・運河の森調査事業・健康都市推進事業】

総　

務　

費

生活保護法に基づく扶助事業 13億1,093万7千円
介護保険特別会計繰出事業 8億8,503万1千円
老人保険医療特別会計繰出事業 7億1,371万6千円
国民健康保険特別会計繰出事業 9億1,833万4千円
児童手当支給事業 7億9,803万円　　
保育所（園）運営費委託事業 7億5,754万9千円
【孤独死対策モデル事業・下花輪福祉会館指定管理者事業・
　児童福祉施設エアコン設置事業】

民　

生　

費

乳幼児医療対策事業 1億8,942万3千円
成人老人検診事業 4億7,536万3千円
ごみ処理施設管理事業 3億8,398万3千円
ごみ収集事業 5億8,647万2千円
し尿処理収集事業 9,804万5千円

衛　

生　

費

コミュニティプラザ指定管理者事業 2,345万7千円
勤労者総合福祉センター屋根改修事業 1,904万2千円

労
働
費

農業振興対策事業 925万8千円
市民農園事業 208万1千円

農
林
水

産
業
費

中小企業資金融資に関する事業 1億2,570万5千円
商工業育成・助成事業 1,223万9千円

商
工
費

道路維持補修事業 1億9,055万3千円
道路用地取得事業 1億9,871万9千円
準用河川神明堀改修事業 1億2,144万2千円
都市計画道路３・５・２２号東深井市野谷線道路改良事業 　2億5,711万4千円

土　
木　
費

救急救命士の養成および研修事業 442万4千円
消防団運営事業 2,579万6千円
消防団活動事業 694万8千円
消防ポンプ自動車（消防団）整備事業 1,442万１千円

消　
防　
費

教育総務施設管理事業（小・中学校） 3億4,283万３千円
私立幼稚園等補助事業 1億7,446万円　　
埋蔵文化財発掘調査事業 7,441万１千円
学校給食施設管理事業 9,729万５千円

教　
育　
費

会計 　　　　　　　　　　　（税込み）

基金等建物土地

２１９億７,７４３万３千円２８３,９５０㎡１,４３５,７４０㎡月３０日現在）

２１５億５,７３４万８千円２８４,１０１㎡１,４１４,４８４㎡月３０日現在）

２３８億３,６８５万円　　２８４,３６０㎡１,３９３,５５１㎡月３０日現在）

の状況

前年度比率収入済額用語の説明分

　５.６％２００億９,２１０万３千円市民の皆さんに納めていただいた市民税や固
定資産税など税

－２０.０％２２億２,７７０万円　　多額の経費を必要とする事業に充てるための
長期の借入金債

－１４.７％２３億１,７０３万３千円特定の事業を行うときに国から交付されるお
金出 金

－３３.１％１３億８,２１０万６千円一般財源が不足する団体に国から配分される
お金付 税

－５.３％２４億　３５９万４千円国・県が徴収した税の一部が市町村に交付される
もので、地方消費税交付金などがある金

　１１.１％１４億　６８３万３千円特定の事業を行うときに県から交付されるお
金出 金

　７.９％１３億５,７７１万９千円平成１７年度決算の剰余金を１8年度の歳入とし
たもの金

－２.５％　６億１,８５３万６千円文化会館や公民館等の使用料及び住民票や印
鑑証明等の各種証明書の手数料び手数料

－３３.６％３４億５,４００万９千円繰入金、地方譲与税、分担金及び負担金など他

－６.０％３５２億５,９６３万３千円計

前年度比率支出済額用語の説明分

－４.８％１０１億　４５３万４千円福祉手当､生活保護費､福祉会館及び保育所の
運営などに要する経費費

－１６.７％４８億２,４５６万４千円道路､公園､河川の建設や管理などに要する経
費費

－６.２％４０億　４００万１千円小・中学校などの教育関係､文化・スポーツ
の振興などに要する経費費

－６.８％３７億８,２９９万８千円健康診断､予防接種､公害対策、ごみ処理など
に要する経費費

３.５％３８億　１５９万２千円市役所の管理・運営、徴税事務、戸籍関係事務､選
挙､統計調査､広報などに要する経費費

９.３％３７億６,００２万５千円市債など､市が借りたお金の返済に要する経
費費

－４.９％１７億９,７５７万２千円消防署､消防団の管理・運営などに要する経
費費

－６３.０％８億９,３１６万８千円議会費、労働費、農林水産業費、商工費、災
害復旧費、諸支出金他

－８.８％３２９億６,８４５万４千円計

支出済額　　　　１４４億５,４６０万１千円
支出割合（対予算比）　　３８.８％

支出

割合
支出済額予算額

４６.４％１７億８,７２６万８千円８億５,２９４万２千円

４４.７％４８億９,７５６万４千円９億５,７９４万９千円

３１.２％１３億　３２３万２千円１億８,２６４万６千円

３８.７％６,７０７万５千円１億７,３３５万３千円

６５.３％　１億９,０３６万６千円２億９,１６６万７千円

２９.４％１８億５,５８０万７千円３億１,８５８万５千円

４３.３％７億８,１１８万円　　８億　３０２万５千円

３３.８％１７億３,８８０万９千円１億４,３１９万２千円

４０.３％１６億３,１３４万４千円０億４,４１８万９千円

３９.４％　２億　１９５万６千円５億１,２２５万７千円

□問 財政課
�７１５０－６０７１

決
算
か
ら
見
る
財
政
事
情

　

億
９
千
万
円
余
を
繰
り
越
し

１８

市財政の
概況報告

①
平
成　

年
度
決
算
の
状
況

18

社
会
福
祉
基
金
な
ど
３
つ

の
基
金
を
統
合
し
て
健
康

福
祉
基
金
と
し
て
９
億
７

千
万
円
余
り
の
積
み
立
て

や
地
域
融
和
施
設
建
設
工

事
費
２
億
３
千
万
円
、
東

武
野
田
線
乗
換
駅
新
設
に

伴
う
負
担
金
３
億
８
千
万

円
や
土
地
開
発
公
社
が
先

行
取
得
し
た
土
地
の
取
得

費　

億
円
が
あ
っ
た
こ
と

１４
な
ど
が
主
な
要
因
で
す

（
表
１
参
照
）。

�
　

市
は
、
仕
事
を
す
る
上

で
目
的
に
応
じ
て
建
物
や

土
地
な
ど
の
必
要
な
財
産

を
持
っ
て
い
ま
す
。
財
産

に
は
、
市
庁
舎
、
学
校
、

公
園
、
有
価
証
券
、
各
種

基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市
が
保
有
す
る
主
な
財
産

は
、平
成　

年
度
末
現
在
、

１８

次
の
と
お
り
で
す
。

　

土
地
…
１
４
１
万
１
７

市
の
財
産

５
９
平
方
メ
ー
ト
ル

　

建
物
…　

万
３
４
０
５

２８

平
方
メ
ー
ト
ル

　

基
金
…　

億
５
１
７
５

９７

万
９
千
円

　

有
価
証
券
お
よ
び
出
資

金
…
１
２
０
億
３
４
６
６

万
円

�
　

平
成　

年
度
の
一
般
会

１８

計
決
算
額
を
市
民
１
人
当

り
で
み
る
と　

万
２
５
５

２１

市
民
の
負
担
状
況

４
円
で
す
。
こ
の
内
約
半

分
の　

万
９
５
３
８
円
が

１２

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
た
市
税
収
入
で
す

（
平
成　

年
３
月　

日
現

１９

３１

在
の
人
口　

万
５
１
０
６

１５

人
で
計
算
）。

平成１８年度に行った主な事業
万５千円

収支
割合収支済額予　算　額　分

４５.８％１６億９,５０７万８千円３７億　４８４万８千円収益的収入

４８.３％１６億５,９６７万５千円３４億３,６２９万５千円収益的支出

１０.６％　１億３,８４０万８千円１３億　４４１万円　　資本的収入

５１.９％１０億　８９１万６千円１９億４,３１３万８千円資本的支出

������������������������
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②
平
成　

年
度
の
予
算
執
行
状
況
（
平
成　

年
９
月　

日
現
在
）

19

１９

３０

市民１人当たり 

使われた費用 
21万2,554円 
納税額 

12万9,538円 
納税額 

12万9,538円 
 

�
　

国
民
健
康
保
険
や
介
護

保
険
の
よ
う
に
特
定
の
事

業
を
行
う
た
め
に
、
一
般

会
計
と
区
別
し
て
経
理
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
設

け
ら
れ
る
会
計
で
す
。
平

成　

年
度
に
は
６
つ
の
特

１８
別
会
計
が
あ
り
ま
し
た
。

�
　

地
方
公
営
企
業
法
の
適

用
を
受
け
る
事
業
で
、
一

般
の
企
業
と
同
様
複
式
簿

記
に
よ
り
会
計
処
理
を
行

っ
て
い
ま
す（
表
２
参
照
）。

特

別

会

計

水
道
事
業
会
計

１１月２２日�、広報ながれやま「行財政改革　特集号」を発行します。
□問 秘書広報課�７１５０－６０６３

（　）　　 第１１５０号５

ウィンターファンタジアウィンターファンタジア
表１　平
【歳入】

一般会計から特別会計への繰り入れの推移

土地開発基金 

17億9,000万円 

減債基金 
15億5,606万円 

健康福祉基金 
9億6,697万8千円 

ふるさと21 
まちづくり基金 
3億2,411万5千円 

廃棄物処理施設建設基金 
2億4,234万6千円 

その他　5億1,513万円 

財政調整積立基金 

43億5,713万円 

財政調整積立基金 

43億5,713万円 

市債の内訳
１８年度末現在高内　　　　　容

１２４億５,１４０万７千円道路や公園の整備等

　１２億７,３７７万６千円図書館の建設、学校の改修工事など

　８８億４,６１３万８千円廃棄物処理施設の建設など

　５億１,６６３万７千円市営住宅の建設など

　６４億１,４２２万３千円市民税減税や税収の補てん

　８６億５,０３２万２千円臨時財政対策債

　７億　４９２万７千円その他

３８８億５,７４３万円一般会計合計

　２４億７,１５６万６千円西平井・鰭ケ崎土地区画整理事業特別会計

１７３億５,７０３万円公共下水道特別会計

１０７億２,０７１万４千円水道事業会計

６９４億　６７４万円総　合　計

【歳　入】　　収入済額　　　　１７１億５,７９１万８千円
　　　　　　収入割合（対予算比）　　４６.０％

収入
割合

収入済額予算額区　分

５１.８％１１１億　９４２万４千円２１４億６,２３２万５千円市 税

２８.２％　１億１,５６９万９千円４億１,０００万円　　地方譲与税

５２.８％９億８,１２４万５千円
１８億５,９３５万５千円

　　
交 付 金

６９.５％　７億　４５１万７千円１０億１,３９４万４千円地方交付税

４９.０％　２億９,５８３万９千円　６億　３５５万円　　
使用料及び
手 数 料

３９.１％　１０億１,８４０万３千円２６億　３９２万４千円国庫支出金

１９.４％　２億８,１０６万６千円１４億４,６４８万４千円県 支 出 金

３３.７％２６億５,１７２万５千円７８億８,０２２万３千円
その他（財産収
入、市債など）

特別会計
収支
割合収支済額予　算　額区分会　　計　　名

４０.２％５５億　８９５万２千円
１３６億９,０７４万８千円

歳入国民健康保険

特 別 会 計 ４２.６％５８億２,７０４万円　　歳出

４２.４％４２億２,０２２万７千円
９９億５,４１８万３千円

歳入老人保健医療

特 別 会 計 ３８.９％３８億７,３３９万３千円歳出

２３.４％１３億９,２３５万６千円
５９億５,６９１万４千円

歳入公 共 下 水 道

特 別 会 計 １７.６％１０億４,５９０万３千円歳出

６.０％　　９,２３９万５千円
１５億５,２１１万７千円

歳入西平井・鰭ケ崎土
地区画整理事業
特 別 会 計 ３１.０％　４億８,０５５万２千円歳出

５０.８％３１億６,５５５万円　　
６２億２,７２３万９千円

歳入介 護 保 険

特 別 会 計 ３６.３％２２億６,２３９万６千円歳出

水道事業

平成１９年（９

平成１８年（９

平成１７年（９

市有財産

区　　

市

市

国 庫 支

地 方 交

交 付

県 支

繰 越

使用料及び

そ の

合

区　　

民 生

土 木

教 育

衛 生

総 務

公 債

消 防

そ の

合

16 

14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 

0

国民健康保険 介護保険 老人保健医療 公共下水道 西平井・鰭ケ崎 
土地区画整理事業 

H14年度 
H15年度 
H16年度 
H17年度 
H18年度 

（億円） 

【歳　出】　　支
　　　　　　支

区　分

３８総 務 費

１０９民 生 費

４１衛 生 費

　１
農 林

水 産 業 費

　２商 工 費

６３土 木 費

１８消 防 費

５１教 育 費

４０公 債 費

　５
その他（議会費、
災害復旧費、予
備費など）

一般会計　予算額　３７２億７,９８０万

区　　

事業経営に
係る収支

水道施設
の建設に係
る資本的
収支

��������������������������������

【歳出】

主な基金の平成１８年度末現在高（97億5,175万9千円）
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巨
大
な
お
城
や
サ
ン
タ
、

ト
ナ
カ
イ
な
ど
の
光
の
オ

ブ
ジ
ェ
が
、
お
お
た
か
の

森
駅
前
広
場
に
出
現
。
期

間
中
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ア

ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
駅

ラ
イ
ブ
な
ど
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
楽
し
め
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　

期
間
は
、
明
日　

月　
１１

１６

日
�
か
ら　

月　

日
�
ま

１２

２５

で
。
主
な
内
容
は
次
の
と

光
も
音
楽
も
絵
画
も

明
日
か
ら
お
お
た
か
の
森
駅
前
で

　

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

い
っ
ぱ
い
の
「
お
お
た
か
の
森
ウ
ィ

ン
タ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
２
０
０
７
」

が
明
日　

日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

１６

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
と
周
辺
全
体

が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
な
っ
た
よ
う
な

楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
り
で
す
。
な
お
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
時
間

は
、　

時
か
ら　

時
ま
で
。

１７

２４

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　
 

点
灯
式
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
式
を
行
い
、
点
灯
式
の

後
に
は
、「
そ
ね
そ
ね
く
ら

ぶ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。
小
学
生
時
代
に

日
野
皓
正
や
レ
イ
・
ブ
ラ

イ
ア
ン
ト
と
共
演
し
、
才

能
を
認
め
ら
れ
た
曽
根
麻

央
さ
ん
（　

）
の
ト
ラ
ン

１６

ペ
ッ
ト
中
心
の
家
族
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
で
す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１６

　

時
〜
▽
場
所
＝
流
山
お

１７お
た
か
の
森
駅
南
口
都
市

広
場お

お
た
か
の
森
駅　
 

ラ
イ
ブ

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１１

２０

▽
場
所
＝
Ｔ
Ｘ
グ
ラ
ン
ド

ア
ベ
ニ
ュ
ー
内

　

【
昼
の
部
】
▽
演
奏
時

間
＝
①　

時
〜
、
②　

時

１３

１５

〜
▽
内
容
＝
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
と
オ
ペ
ラ
の
共
演

（
岩
城
里
江
子
、
川
井
佐

知
子
、
今
野
恵
子
）

　

【
夜
の
部
】
▽
演
奏
＝

①　

時
〜
、
②　

時
〜
▽

１９

２１

内
容
＝
渡
邊
重
信
ハ
ー
ト

フ
ル
ラ
イ
ブ
（
ボ
ー
カ
ル

・
ギ
タ
ー
）

ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

自
由
通
路
を
キ
ャ
ン
パ

ス
に
、
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト

が
描
か
れ
ま
す
。
今
年
８

月
、
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
た
「
マ
ド
ン
ナ
ー
ロ
・

マ
ン
ト
ヴ
ァ
大
会
」
で
受

賞
し
た
水
井
友
仁
さ
ん
が

描
き
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２２

〜　

日
�　

時
〜　

時
に

２５

１１

１７

制
作
し
、
描
か
れ
た
絵
は

　

月　

日
�
ま
で
展
示
▽

１２

２５

場
所
＝
流
山
お
お
た
か
の

森
駅
自
由
通
路

市
民
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ー

　

地
元
自
治
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
餅
つ
き
と
お
汁
粉

の
振
る
舞
い
や
文
部
大
臣

賞
を
受
賞
し
、
東
京
都
ヘ

ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
持
つ
和
太
鼓

御
響
の
演
奏
な
ど
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１２

１５

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
流

１２

１６

山
お
お
た
か
の
森
駅
南
口

都
市
広
場

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト 

＆
ラ
イ
ブ　
　
　
　

　

地
域
の
小
学
校
や
保
育

園
の
子
ど
も
た
ち
と
ク
リ

ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
に
思

い
思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

絵
を
描
い
て
、
駅
前
広
場

を
キ
ャ
ン
ド
ル
で
飾
り
ま

し
ょ
う
。

　

▽
日
時
／
内
容
＝　

月
１２

　

日
�　

時　

分
〜
／
保

２２

１６

３０

育
園
児
や
市
民
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
、　

日
�　

時
〜

２３

１７

／
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ
ブ
「
ワ

ン
・
フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
」

▽
場
所
＝
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
南
口
都
市
広
場

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

議場で初のコンサート
１１月２９日１２時１５分から

　市議会では、議場でコンサートを開

催します。議場コンサートは、より開

かれた議会、市民に身近な議会を目指

して初めて開催するものです。

　▽日時＝１１月２９日�１２時１５分開演

（１２時開場）▽場所＝市役所４階議場

▽内容＝市内の音楽愛好家の演奏等▽

対象／定員＝市民／１００人▽参加費＝無

料▽申し込み＝当日、直接会場へ

　□問 議会事務局�７１５０－６０９９

　楽しいイベントが盛りだくさん

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　岩城さん

　水井さんと作品

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

【
作
品
展
】

　

▽
期
間
＝　

月
３
日
�

１２

〜
７
日
�
▽
時
間
＝
８
時

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１７

２０

＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
▽
内
容
＝
各
種
障
害
者

団
体
や
施
設
の
事
業
や
活

動
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展

示
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
１

【
絵
画
展
】

　

▽
期
間
＝　

月
３
日
�

１２

〜
８
日
�
▽
時
間
＝　

時
１０

〜　

時
▽
場
所
＝
初
石
聖

１６
書
教
会
（
�
７
１
５
５
―

４
９
５
０
）
▽
内
容
＝
障

害
者
施
設
に
通
い
な
が
ら

水
彩
画
を
学
び
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
た

「
す
ず
き
く
に
ひ
ろ
作
品

展
」
▽
入
場
料
＝
無
料

月
３
日
か
ら
障
害
者
週
間

　

月
３
日
か
ら
障
害
者
週
間

１２１２
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平成１９年１１月１５日（木曜日）　　　（　）６第１１５０号

★印のあるものは市主催のものです 

【行政書士相談（無料）】　▽日時＝１２月１日（土）１３時～１５時▽場所＝南流山センター
※１１月２９日（木）までに要電話予約□問 市民相談室�７１５８－１６１６

　献血にご協力を　
　

　▽日時＝１１月２２日�１０時～１６時▽場 
所＝流山市役所▽献血のできる方＝１６
歳～６９歳の健康な方（６５歳以上の方は、
６０歳から６４歳までに献血経験がある方）
※献血カードをお持ちの方は持参
　□問 保健センター�７　１　５　４－０　３　３　１

千葉県最低賃金の改正 
時間額が７０６円に

　千葉県内の事業所で働くすべての労働者（パー

ト、アルバイト等を含む）および、その使用者に

適用される地域別最低賃金「千葉県最低賃金」が、

１０月１９日から時間額７０６円（従来は６８７円）に改正

されました。

　なお、「千葉県最低賃金」のほかに定められてい

る産業別最低賃金がありますのでご注意ください。

　最低賃金についての詳細は、千葉労働局労働基

準部賃金室（�０４３－２２１－２３２８）また
は柏労働基準監督署（�７１６３－０２４５）へ
お問い合わせください。

�
　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
絵
画
教
室
」

　

▽
日
時
＝　

月
２
日
�

１２

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎

明
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
／　

人
（
先
着
順
）
▽

２０

内
容
＝
本
物
の
ア
ト
リ
エ

で
静
物
や
風
景
を
水
彩
で

描
く
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

持
ち
物
＝
水
彩
用
具
一 

式
、
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
、

色
鉛
筆
な
ど
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
博
物
館
へ
※
描

い
た
作
品
は
杜
の
ア
ト
リ

エ
黎
明
に
展
示
し
ま
す

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
市
民
教
養
講
座
「
ハ

ロ
ー
お
孫
ち
ゃ
ん
〜
孫
を

迎
え
る
心
構
え
〜
」（
全
２

回
）

　

▽
期
日
＝　

月
２
日
�

１２

・
９
日
�
▽
時
間
＝　

時
１０

〜　

時
▽
場
所
＝
文
化
会

１２
館
▽
対
象
／
定
員
＝
初
孫

を
迎
え
る
祖
父
母
の
方
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容

４０＝
講
演
「
出
産
退
院
後
の

祖
父
母
の
役
割
、
手
伝
い

に
つ
い
て
」、沐
浴
の
実
技

講
座
・
講
演

▽
講
師
＝
小
林
由
美
子
さ

ん
（
助
産
師
）
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★ 
国  
際  
交 

こ
く 
さ
い 
こ
う 
流 
サ
ロ
ン

り
ゅ
う

　

▽
日
時
＝　

月
５
日
�

１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１０

１２

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
／　

人
（
先
着
順
）

１０

▽
内
容
＝
日
本
料
理
「
押

し
寿
司
」
を
作
っ
て
試
食

▽
講
師
＝
佐
藤
元
子
さ
ん

（
流
山
市
国
際
交
流
協
会

顧
問
）
▽
参
加
費
＝
３
０

０
円
（
材
料
代
）
▽
持
ち

物
＝
ふ
き
ん
２
枚
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
▽
申
し
込

み
＝　

月　

日
ま
で
に
電

１１

２８

話
で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★　

ミ
リ
映
写
機
操
作

１６

講
習
会

　

▽
日
時
＝　

月
７
日
�

１２

　

時
〜
▽
場
所
＝
中
央
図

１３書
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
／　

人
（
先
着
順
）
▽

１０

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
生
涯
学
習
課

へ
　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

★
文
章
作
成
講
座
「
心

の
通
じ
る
文
章
を
書
く
に

は
」（
全
５
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
８
日
�

１２

・　

日
�
、
平
成　

年
１

２２

２０

月　

日
�
、
２
月
２
日
�

２６
・
９
日
�
▽
時
間
＝　

時
１０

〜　

時
▽
場
所
＝
文
化
会

１２
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

／　

人
（
先
着
順
）
▽
内

４０
容
＝
自
分
史
ほ
か
、
自
分

の
気
持
ち
を
的
確
に
伝
え

る
た
め
の
文
章
作
成
の
基

本
を
学
ぶ
▽
講
師
＝
下
平

武
治
さ
ん
（
江
戸
川
大
学

教
授
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
文

化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
普
通
救
命
実
技
講
習

　

▽
日
時
＝　

月
９
日
�

１２

９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
中

１２

央
消
防
署
東
分
署
▽
対
象

／
定
員
＝
市
民
／　

人
〜

１５

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容

２０＝
救
命
の
知
識
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
体
外
式
除
細
動
器
）
技

術
の
習
得
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

中
央
消
防
署
東
分
署
へ

　

□問
 

中
央
消
防
署
東
分
署

�
７
１
４
６
―
０
１
１
９

　

★
テ
ィ
ッ
シ
ュ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

カ
バ
ー
づ
く
り

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１２

１０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１３

１６

･

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 
プ
ラ

ザ
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／　

人
（
多
数
抽
選
）

１５

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
古
布
、
ボ
タ
ン
、
裁

縫
道
具
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

３０

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
４
流
山
市
下
花
輪
１
９

１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ

ジ
カ
メ
編
集
講
座
（
全
２

回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１２

１８

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１９

１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１６

３０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
マ
ウ
ス
操
作
の
で
き

る
方
／　

人（
多
数
抽
選
）

１５

▽
内
容
＝
デ
ジ
カ
メ
の
撮

り
方
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
編
集
加
工
ま
で
▽
参
加

費
＝
２
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
等
）
▽
持
ち
物
＝

デ
ジ
カ
メ
一
式
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

ケ
ー
ブ
ル
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
返
信
用
に
宛
名

を
明
記
の
上
、　

月　

日

１１

２６

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
７
６
流
山
市
加

１
―　

―
２
文
化
会
館
へ

１６

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１２

２６

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保

１０

１３

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
／　

組（
先
着
順
）

１５

▽
参
加
費
＝
１
人
３
０
０

円
程
度
（
材
料
代
）
▽
持

ち
物
＝
ふ
き
ん
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

事
務
補
助
及
び
子
育
て

支
援
技
能
講
習（
全
５
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１２

１７

〜　

日
�
の
５
日
間
▽
時

２１
間
＝
９
時　

分
〜　

時　

３０

１５

３０

分
▽
場
所
＝
学
校
法
人
朝

日
学
園
・
明
生
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
専
門
学
校（
松
戸
市
）

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

住
の　

歳
代
前
半
の
方
／

６０

　

人（
多
数
抽
選
）▽
コ
ー

２０ス
＝
①
事
務
補
助
講
習
、

②
子
育
て
支
援
講
習
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

希
望
コ
ー
ス
（
①
ま
た
は

②
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号
、
返
信
用
に
宛

名
を
明
記
の
上
、　

月
５

１２

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

６
０
―
０
０
１
３
千
葉
市

中
央
区
中
央
３
―
９
―　
１６

三
井
生
命
ビ
ル
	
千
葉
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
へ

　

□問
 

千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
�
０

４
３
―
２
２
７
―
５
１
１

２

�
　

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２８

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
北

１５

１６

部
公
民
館
▽
内
容
＝
人
形

劇
「
き
つ
ね
に
た
べ
ら
れ

た
パ
ン
の
は
な
し
」
▽
出

演
＝
人
形
劇
ピ
ッ
コ
ロ
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
計
算

事
務
、
車
両
誘
導
）
の
募

集
　

①
計
算
事
務

　

▽
勤
務
内
容
＝
税
の
確

定
申
告
に
関
す
る
計
算
等

の
一
般
事
務
▽
募
集
人
員

＝
３
人
▽
勤
務
場
所
／
期

間
＝
松
戸
税
務
署
（
松
戸

市
）
／
平
成　

年
２
月　

２０

１４

日
〜
同
年
３
月　

日
▽
勤

３１

務
日
／
時
間
＝
月
〜
金
曜

の
毎
日
／
９
時
〜　

時
▽

１７

時
間
給
＝
７
９
０
円
（
交

通
費
別
途
支
給
）

　

②
車
両
誘
導

　

▽
勤
務
内
容
＝
確
定
申

告
時
の
市
役
所
来
庁
車
両

の
誘
導
▽
募
集
人
員
＝
４

人
▽
勤
務
場
所
／
期
間
＝

市
役
所
／
平
成　

年
２
月

２０

　

日
〜
同
年
３
月　

日
▽

１８

１７

勤
務
日
／
時
間
＝
月
〜
金

曜
の
毎
日
／
８
時　

分
〜

３０

　

時　

分
▽
時
間
給
＝
７

１６

１５

９
０
円
（
交
通
費
別
途
支

給
） 映

画
・
公
演

資
格
・
求
人

　

【
応
募
方
法
】

　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、　

月　

日（
消

１１

３０

印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
市
民
税
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
（
土
・
日
曜
、
祝

日
を
除
く
）。

　

※
選
考
方
法
は
書
類
審

査
お
よ
び
面
接
。
結
果
は

　

月
下
旬
ま
で
に
通
知
し

１２ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

市
民
税
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
３

　

★
市
臨
時
職
員
（
臨
時

保
育
士
、
延
長
保
育
士
）

の
募
集

　

①
臨
時
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
市
内
公

立
保
育
所
▽
応
募
資
格
＝

有
資
格
者
▽
勤
務
時
間
＝

月
〜
金
曜
（
８
時　

分
〜

３０

　

時
）、
土
曜
（
８
時　

分

１７

３０

〜　

時
、
８
時　

分
〜　

１２

３０

１７

時
）
▽
時
間
給
＝
１
０
０

０
円（
交
通
費
別
途
支
給
）

　

②
延
長
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
中
野
久

木
・
名
都
借
・
長
崎
・
東

深
井
保
育
所
▽
勤
務
時
間

＝
月
〜
金
曜
（
７
時
〜
８

時　

分
、　

時
〜　

時
）、

３０

１６

１９

土
曜（
７
時
〜
８
時　

分
、

３０

　

時　

分
〜　

時
）
※
勤

１１

３０

１９

務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
り

▽
時
間
給
＝
９
２
０
円
、

有
資
格
者
９
３
０
円
（
い

ず
れ
も
交
通
費
別
途
支 

給
）
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

保
育
課
�
７
１
５
０

―
６
１
２
４

ご存知ですか？「建退共制度」
　建退共制度は、建設現場で働く方のために、「中
小企業退職金共済法」という法律により国がつく
った退職金制度です。
　事業主の方は、現場で働く労働者の共済手帳に
働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を貼り、
その労働者が建設業界で働くことをやめたときに
建退共から退職金を支払うという、いわば業界全
体での退職金制度です。
　▽加入できる事業主＝建設業を営む方▽対象と
なる労働者＝建設業の現場で働く方▽掛金＝日額
３１０円※詳細はホームページ（http://www.kentaikyo.
taisyokukin.go.jp/）をご覧ください
　□問 建退共千葉支部�０　４　３－２　４　６－７　３　７　９

総合運動公園
年年年年年年年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末末末末末末末年年年年年年年年年年年年年年年年始始始始始始始始始始始始始始始始ののののののののののののののののテテテテテテテテテテテテテテテテニニニニニニニニニニニニニニニニススススススススススススススススココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトト利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用年末年始のテニスコート利用

　年末年始の総合運動公園テニスコートは、次の
とおりご利用いただけます。

　【貸し出し日】　１２月２８日�・２９日�・３０日�、
　　　　　　　　平成２０年１月２日�・３日�・

４日�　※以降は通常どおり
　【利 用 時 間】　１０時～１６時
　【利 用 受 付】　１１月１８日�９時に市民総合体育

館で受け付け。重複の場合はそ
の場で抽選。※その後空きがあ
る場合は、随時受け付け。利用
料金は、受け付け日にお支払い
願います

　　□問 市民総合体育館�７１５９－１２１２
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第１１５０号（　）　　　平成１９年１１月１５日（木曜日）７

予
防
接
種
で
抵
抗
力
を

予
防
接
種
で
抵
抗
力
を

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

第２３５回サロンコンサート 
�♪　今月は３０日に　�♪

　▽日時＝１１月３０日�１２時１５分～▽場所＝
市役所市民ギャラリー▽テーマ＝音楽の歴
史Ⅳ（近代・現代）～２０世紀の名曲たち～▽
曲目＝①「子供の領分」より“ゴリウォーク
のケークウォーク”②亡き王女のためのパ
ヴァーヌ③エストレリータ④アイ・ガット･
リズム⑤「２つのヴァイオリンのための４４の
２重奏曲」より　ルーマニアの踊り～セルビ
アの踊り～トランシルヴァニアの踊り⑥ウ
クライナ民謡による７つの陽気な変奏曲⑦
剣の舞▽出演＝中田理奈・野原圭子（ヴァイ
オリン）、遠藤佑三子（ピアノ）
　□問 流山市音楽家協会・里舘�７１５３－４０８５

　　　

　２００７まなびねっと交流広場in千葉（地域民主教育全国交
流研究会主催）＝１１月２２日�１８時～２０時３０分、１１月２３日

９時～１６時３０分、１１月２４日�９時～１１時３０分、浦安市文化会
館、浦安市民プラザＷＡＶＥ１０１ほか。参加費１日１,０００円
（学生５００円）□問 安藤�７１４７－１３３６
　お味噌作りをしましょう（スウィートクラブ主催）＝１１
月２４日�１０時～１４時、初石公民館。参加費４,５００円※味噌
８.４�と昼食付き□問 坂巻�７１５２－１０６９
　デジカメ写真入り年賀状作成講座（全３回）（流山ノー
トパソコンクラブ主催）＝１１月３０日�、１２月７日�・１３日
�９時３０分～１１時３０分（１３日は１３時３０分～１５時３０分）、北部
公民館。参加費２,０００円□問 加藤�７１５９－２７８７（１８
時以降）
　オーロラ・夢コンサート「オカリナ（花れん）、ピアノ
と歌（R&M）、トーンチャイム（音夢の樹）によるクリス
マスコンサート」（花れん主催）＝１２月２日�１４時～１５時３０
分、生涯学習センター。入場料無料□問 伊藤�７１５２－
１８７１

　晴れ着の着方と二重太鼓（着付・弥生会主催）＝１２月５
日�・１９日�１０時～１２時、初石公民館。参加費１回５００円□問 
福嶋�７１５５－３４５５
　アンサンブル・ヴィヴァーチェ　リコーダーコンサート
＝１２月９日�１４時～１５時３０分、松戸市民劇場（松戸市）。入
場料無料□問 砂川�７１５４－７０３５
　ゴールド（６８歳以上）・グランド（６５歳以上）・シニア
（６０歳以上）　健康Ｇｏｌｆ会（ＮＰＯ法人日本インスト
ラクタープロゴルフ協会東葛部会主催）＝１２月１７日�７時
４６分（スタート）～※１０組、藤代ゴルフ倶楽部（取手市）。
参加費５,０００円（別途プレー代１２,５００円）※キャディ・昼食
付き、プロインストラクター同伴プレー□問 鈴鹿�７１５４
－９４１５

　リフレッシュ体操　加クラブ（良い姿勢を維持する健康
体操）＝毎週金曜１３時３０分～１４時３０分、東急ドエルセンタ
ーコート内アスレチックルーム※高齢者も歓迎□問 三井�
７１５９－８６１３
　ファーストクラブ（バドミントン）＝毎週土曜９時～１２
時、コミュニティプラザ□問 栗田�７１５５－１１６６（１９
時３０分以降）
　青森ねぶたファン・クラブ（青森ねぶたのお囃子（太
鼓、笛、鉦）および跳人（踊り））＝第３土曜１２時～１５時、
生涯学習センター□問 岡野�０９０－１４６３－５７６０
　ピクシ－ズ（小学生サッカー（女子））＝毎週日曜１３時
～１７時、西初石小学校□問 上野�７１５３－１３５９
　メロディ（ヘルスバレーボール）＝毎週金曜１９時～２０時
３０分、南部中学校□問 �村�７１５９－６８２０（１８時以降）
　心で歌う「ふるさとの会」（童謡、唱歌等を歌う）＝第
１・３土曜１０時３０分～１２時、主に東深井福祉会館□問 宍倉�
７１５２－４５１１

　鰭ケ崎民謡お楽しみ会＝第２・４日曜１３時～１５時、思井福
祉会館□問 平野�７１５９－８８８５
　かかりび山の会（ハイキングから山登りまで）＝第２・
４水曜１９時～２１時、豊四季台近隣センター（柏市）□問 伊藤
�７１５９－８７４２

市民伝言板 

□ 問 秘書広報課 � 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。 
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。 

－ 

イ ベ ン ト

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約 
２カ月を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１９年８月・９月）

測定数値　保証数値
法・条例に
よる規制値

項　　　目

１以下９月１０以下ー
硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

１０以下９月３０以下２５０以下
窒素酸化物
（ppm）

２以下９月１０以下４３０以下
塩化水素
（ppm）

１以下９月５以下８０以下
ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.０１５以下９月０.０３以下ー
水銀

（mg/�Ｎ）

０.０００６０以下８月０.０１以下１以下
ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境政策課�７１５０－６０８３

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９６,１０９台４８,８０７台４７,３０２台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１９年９月）

青　田東初石西初石若葉台項　　　目

３２１２０１２９７２８３時　間①騒音　

０（０）０（０）０（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　

　

体
力
の
低
下
し
た
高
齢

者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

罹
患
す
る
と
、
肺
炎
な
ど

の
合
併
症
を
起
こ
し
、
重

症
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
て
、

抵
抗
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

▽
実
施
期
間
＝
平
成　
２０

年
１
月　

日
ま
で
▽
対
象

３１

＝
接
種
当
日
に
満　

歳
以

６５

上
の
市
民
（
心
臓
、
腎
臓

等
に
重
い
障
害
の
あ
る　
６０

〜　

歳
の
方
は
対
象
に
な

６４
る
場
合
あ
り
）
で
、
接
種

希
望
の
意
思
表
示
が
で
き

る
方
※
受
診
前
に
ワ
ク
チ

ン
の
有
無
に
つ
い
て
医
療

機
関
に
問
い
合
わ
せ
を
。

ま
た
、
医
療
機
関
に
あ
る

説
明
書
を
読
み
、
副
反
応

等
を
よ
く
理
解
し
て
か
ら

受
け
て
く
だ
さ
い
▽
費
用

�
　

★
都
市
計
画
審
議
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１６

　

時
〜
（
傍
聴
受
け
付
け

１４は　

時　

分
〜
）
▽
場
所

１３

４５

＝
市
役
所
▽
内
容
＝
流
山

都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
変
更
に
つ
い
て
（
流
山

市
決
定
）、流
山
市
景
観
計

画
に
つ
い
て
※
傍
聴
の
際

は
受
付
で
住
所
、
氏
名
を

記
入
の
上
、「
流
山
市
都
市

計
画
審
議
会
傍
聴
に
関
す

る
要
領
」
に
従
っ
て
入
場

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

審
議
会
が
当
日
非
公
開
と

決
定
し
た
議
案
に
つ
い
て

は
傍
聴
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

★
国
保
運
営
協
議
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２０

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１３

１５

役
所
▽
内
容
＝
平
成　

年
２０

度
国
保
特
別
会
計
予
算
概

要
ほ
か

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

施
策
会
議　
傍聴可

　

★
行
財
政
改
革
審
議
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２１

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１５

３０

役
所
▽
内
容
＝
行
財
政
改

革
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

�
　

手
賀
沼
流
域
関
連
公
共

下
水
道
事
業
計
画
変
更
案

の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝　

月　
１１

１６

日
�
〜　

月　

日
�
（
土

１１

３０

・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

▽
時
間
＝
８
時　

分
〜　

３０

１７

時
▽
場
所
＝
市
下
水
道
建

設
課
▽
内
容
＝
既
成
市
街

地
の
一
部
区
域
の
追
加
お

よ
び
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
沿
線
整
備
区
域
内
の
幹

線
の
変
更
な
ど

　

□問
 

下
水
道
建
設
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
７

�
　

★
野
々
下
福
祉
会
館
の

臨
時
休
館

　

野
々
下
福
祉
会
館
で
は
、

縦　

覧

そ
の
他

内
外
装
改
修
工
事
の
実
施

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
臨

時
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
利
用
者

の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▽
休
館
期
間
＝　

月
１

１２

日
�
〜
平
成　

年
２
月　

２０

２９

日
�
※
工
事
の
進
捗
に
よ

り
期
間
が
前
後
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９
／
野
々

下
福
祉
会
館
�
７
１
４
５

―
９
５
０
０

　

★
認
知
症
の
方
を
抱
え

る
家
族
の
会
「
コ
ス
モ
ス

の
会
」

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２７

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
ほ

１０

１２

っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪
▽
内

容
＝
助
言
者
（
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
・
千
葉
県

支
部
世
話
人
）、介
護
に
関

わ
る
市
職
員
な
ど
を
交
え

て
の
座
談
会
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話

で
介
護
支
援
課
へ
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

介
護
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
５
３
１

　

★
再
生
品
の
販
売

　

粗
大
ご
み
で
出
さ
れ
た

自
転
車
な
ど
を
修
理
再
生

し
、安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

①
再
生
自
転
車

　

▽
申
込
期
間
＝　

月　
１１

１５

日
�
〜　

日
�
（　

日
を

２９

２３

除
く
）
▽
受
付
時
間
＝
９

時
〜　

時
▽
申
込
資
格
＝

１７

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
１
世
帯
１
点
※
過

去
に
当
選
し
た
世
帯
の
方

は
ご
遠
慮
を
▽
申
し
込
み

＝
期
間
中
に
直
接
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館

窓
口
へ
（
多
数
抽
選
、
結

果
は
当
選
者
に
通
知
）

　

②
再
生
家
具

　

再
生
家
具
は
、
先
着
順

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

▽
申
込
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で

１
世
帯
１
カ
月
１
点

　

※
自
転
車
、
家
具
の
受

け
取
り
や
運
搬
は
各
自
で

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

（
仮
称
）「
環
二
再
開
発

（
Ⅲ
街
区：

虎
ノ
門
街

区
）
建
設
事
業
」
に
関
す

る
都
民
の
意
見
を
聴
く
会

の
公
述
人
の
募
集

　

同
事
業
に
関
す
る
環
境

影
響
評
価
書
案
お
よ
び
評

価
書
案
に
係
る
見
解
書
の

内
容
に
つ
い
て
、
環
境
保

全
の
見
地
か
ら
都
民
（
同

事
業
に
よ
る
電
波
障
害
の

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ

る
流
山
市
民
を
含
む
）
の

ご
意
見
を
伺
う
「
都
民
の

意
見
を
聴
く
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月
７
日
�

１２

　

時
〜
▽
場
所
＝
港
区
生

１４涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
東
京

都
港
区
）
※
公
述
人
と
し

て
ご
意
見
を
述
べ
た
い
方

は
、
ご
意
見
の
要
旨
を
添

え
て　

月　

日
ま
で
に
申

１１

２８

し
出
て
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

東
京
都
環
境
局
都
市

地
球
環
境
部
環
境
影
響
評

価
課
審
査
第
２
係
�
０
３

―
５
３
８
８
―
３
４
５
３

　

ふ
れ
あ
い
福
祉
・
健
康

機
器
展

　

▽
期
日
＝　

月　

日



１１

２３

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２４

１０

〜　

時
（　

日
は　

時
ま

１９

２４

１６

で
）
▽
場
所
＝
け
や
き
プ

ラ
ザ
（
我
孫
子
市
）
▽
内

容
＝
「
最
新
の
介
護
機
器

や
介
護
用
品
、
高
齢
者
向

け
厨
房
機
器
な
ど
の
展 

示
」、「
最
新
の
高
齢
者
向

け
乗
用
車
、
福
祉
車
両
の

展
示
と
試
乗
会
」、「
福
祉

施
策
の
作
品
バ
ザ
ー
、
青

空
市
場
」
な
ど
▽
入
場
料

＝
無
料
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
�
７
１
６
５
―

２
８
８
６

　

作
ろ
う
！
で
っ
か
い
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

　

▽
日
時
＝　

月
１
日
�

１２

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１６

３０

場
所
＝
柏
市
中
央
公
民
館

▽
対
象
／
定
員
＝
子
ど
も

と
保
護
者
／　

組
（
先
着

２０

順
）
▽
内
容
＝
川
村
学
園

女
子
大
学
准
教
授
・
内
海

崎
貴
子
さ
ん
の
お
話
、
親

子
で
楽
し
め
る
工
作
パ
ー

テ
ィ
ー
▽
参
加
費
＝
無
料

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

ち
ば
県
民
共
生
セ
ン

タ
ー
東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
�

７
１
４
０
―
８
６
０
２

＝
１
２
１
０
円
（
生
活
保

護
受
給
者
は
免
除
）
▽
申

し
込
み
＝
健
康
保
険
証
な

ど
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

証
明
で
き
る
も
の
を
持
参

の
上
、
市
内
契
約
医
療
機

関
へ
。
県
内
他
市
の
か
か

り
つ
け
医
療
機
関
で
も
接

種
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
問
い
合
わ
せ
を

（
こ
の
場
合
の
実
施
期
間

は
、
平
成　

年　

月　

日

１９

１２

３１

ま
で
で
す
）

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

サ ー ク ル
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健
康
は
日
々
の
運
動
か
ら

健
康
は
日
々
の
運
動
か
ら 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に
参
加
を

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に
参
加
を　

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

各
種
表
彰
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

各
種
表
彰
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

新
春
歌
舞
伎
を
鑑
賞

新
春
歌
舞
伎
を
鑑
賞

国
立
劇
場
ま
で
貸
し
切
り
バ
ス

国
立
劇
場
ま
で
貸
し
切
り
バ
ス

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

村
あ
ま
た
沈
め
し
ダ
ム
の
大
夕
焼 

江
戸
川
台
東 

清
水　
　

明

　

鰯
雲
大
地
は
火
照
り
残
し
を
り 

こ
う
の
す
台 

狼　
　
　

司

　

夕
映
え
の
丘
の
校
舎
も
夏
休
み 

長　
　
　

崎 

角
田　
　

勇

　

秋
草
を
食
む
牛
人
を
振
り
向
か
ず 

向　

小　

金 

相
川　
　

豊

　

影
法
師
の
び
ゆ
く
坂
や
小
鳥
来
る 

松　

ケ　

丘 

丸
山　

實
子

【
評
】
一
句
目　

か
つ
て
産
業
開
発
の
時
代
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
電
力
の
確
保
は
急

務
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
多
く
の
村
々
が
水
底
に
沈
ん
だ
。
今
、
ダ
ム
の
水
面
の

夕
焼
け
の
き
ら
め
き
が
、
切
々
と
歴
史
を
語
っ
て
い
る
か
に
。
二
句
目　

鰯
雲
と
地

上
の
呼
応
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
か
れ
て
い
る
。
地
上
の
火
照
り
と
は
、
そ
こ
は
か

と
余
情
を
醸
す
。
三
句
目　

な
ぜ
か
一
時
代
前
の
思
い
を
郷
愁
に
乗
せ
る
。
夕
日
・

丘
・
木
造
の
校
舎
・
夏
休
み
と
、
言
葉
を
綴
っ
て
行
く
と
、
景
色
が
浮
か
び
上
が
っ

て
来
る
。
四
句
目　

牧
歌
的
な
風
景
の
中
で
主
役
は
牛
。
ゆ
っ
く
り
と
別
世
界
の
中

で
秋
草
の
色
を
食
べ
る
。
五
句
目　

秋
は
小
鳥
の
来
る
季
節
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に

秋
日
は
少
し
づ
つ
座
標
を
変
え
て
日
影
を
伸
ば
し
人
影
も
そ
れ
に
従
う
。
人
と
小
鳥

の
付
合
い
が
句
の
妙
味
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

フ
ォ
ス
タ
ー
の
曲
ボ
リ
ュ
ウ
ム
を
上
げ
て
聴
く
台
風
接
近
風
強
き
夜

 

鰭
ケ
崎 

浅
井　

房
代

ま
ん
ま
草
に
似
た
る
が
こ
れ
は
水
引
草
野
は
虫
の
声
月
は
水
色

 

若
葉
台 

舟
橋　

房
子

秋
ふ
か
み
色
数
ま
し
て
天
空
に
コ
ス
モ
ス
の
花
咲
き
ほ
こ
る
な
り

 

西
平
井 

白
坂　

京
子

【
評
】
浅
井
氏　

激
し
く
吹
き
荒
ぶ
風
台
風
の
接
近
の
こ
の
夜
、
心
の
振
動
を
鎮
め
る
た

め
、
民
衆
的
で
親
し
み
深
い
メ
モ
リ
ー
の
『
フ
ォ
ス
タ
ー
』
の
曲
に
聞
き
ほ
れ
て
ゆ
く
、

「
ボ
リ
ュ
ウ
ム
を
上
げ
て
」
に
酔
い
痴
れ
た
作
者
像
が
浮
か
び
、
効
果
的
で
あ
る
。
舟
橋

氏　

ま
ん
ま
草
は
普
通
赤
ま
ん
ま
と
呼
ば
れ
て
、
夏
か
ら
秋
に
咲
く
一
年
草
で
あ
り
、
水

引
草
は
山
野
の
陰
地
に
自
生
す
る
多
年
草
で
秋
の
も
の
又
赤
ま
ん
ま
草
は
「
犬
た
で
の
花
」

水
引
草
は
「
毛
た
で
水
引
の
花
」
と
似
て
も
非
と
い
う
。
下
句
秋
の
野
は
虫
が
啼
き
、
夕

月
が
水
色
の
空
に
光
り
を
こ
ぼ
し
、
光
は
月
の 
呪  
縛 
を
受
け
る
、
自
然
の
感
受
が
順
直
で

じ
ゅ 
ば
く

下
句
虫
、
月
の
表
現
が
新
鮮
。
白
坂
氏　

決
し
て
風
折
れ
し
な
い
し
な
や
か
さ
が
、
コ
ス

モ
ス
の
色
彩
と
躍
動
感
に
印
象
的
、
短
歌
に
取
り
組
む
純
粋
さ
と
感
性
の
良
さ
が
人
柄
に

つ
な
が
る
。

短歌詩

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　
　
　

長
い
道　
　
　
　
　

西
初
石　
　
　

山
田
良
光
　

も
う
引
き
返
さ
な
け
れ
ば

ず
い
ぶ
ん
遠
く
ま
で
来
た
こ
の
長
い
道

都
会
の
華
や
か
さ
に
ひ
か
れ

喧
騒
に
ま
み
れ
て
み
た
か
っ
た

で
も
そ
の
き
ら
び
や
か
な
も
の
は

埃
に
ま
み
れ
汚
れ
て

求
め
て
い
た
も
の
な
ど
何
も
な
か
っ
た

も
が
き
、
も
つ
れ
、
疲
れ
果
て

も
う
引
き
返
さ
な
け
れ
ば

今
な
ら
間
に
合
う

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
列
車
に
乗
り

貧
し
く
て
も
な
つ
か
し
い

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
山
な
み
が
囲
む

し
ず
か
な
ふ
る
さ
と
に
帰
ろ
う

虫
の
声
の
道
を
た
ど
り

わ
ら
屋
根
の
わ
が
家
に
着
き

「
た
だ
い
ま
」
と
帰
宅
の
挨
拶
を
告
げ
よ
う

す
べ
て
の
仕
事
を
な
し
終
え
た
男
の
よ
う
に

し
ず
か
な
風
の
音
を
聞
き
な
が
ら

安
ら
か
な
深
い
眠
り
に
つ
こ
う
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��������
��������
��������
��������
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第

回
小
・

第　

回
小
・
中
学
校

中
学
校 

２２２２
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

【評】ふるさとを離れ都会に心躍らせた若い日々が過ぎ去って、人生の
折り返し点を越えたとき、鮭が川を上るように、身体に生まれ育った土
地の感覚がよみがえる。しかし帰るべきほんとうのふるさとは、目にす
る山々や人々にあるのではなく、それらの記憶にあるのではないだろう
か。思い出が走馬灯のようにめぐり、やがて忘却に包まれ自然の一部に
返されていくのだろう。

劇
場（
東
京
都
千
代
田
区
）

▽
日
程（
予
定
）＝
①
東
部

公
民
館（
８
時
）－

②
流
山

駅
東
口（
８
時　

分
）－

③

１５

江
戸
川
台
駅
西
口
（
８
時

　

分
）－

国
立
劇
場（　

時

３０

１０

　

分
）－

公
演（　

時
〜　

３０

１２

１６

時　

分
）－

流
山
市
内
※

３０
①
〜
③
は
バ
ス
の
乗
車
場

所
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

／　

人（
多
数
抽
選
）▽
参

４５
加
費
＝
８
０
０
０
円
※
昼

食
は
各
自
で
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
古
典

芸
能
鑑
賞
会
参
加
希
望
」、

応
募
者
全
員
（
ハ
ガ
キ
１

枚
で
２
人
ま
で
）の
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

バ
ス
の
乗
車
場
所（
①
〜

③
）、返
信
用
に
代
表
者
の

宛
名
を
明
記
の
上
、　

月
１１

　

日（
消
印
有
効
）ま
で
に

３０〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流

山
市
役
所
生
涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

増
進
に
向
け
、
今
年　

月
１０

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
流

山
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」。 

今
回
新
た
に
来
年
１
月
か

ら
の
コ
ー
ス
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
一
人
ひ

と
り
に
適
し
た
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
体
力
ア
ッ
プ

や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
の
予
防
・
改
善
を
図

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
　

月
か
ら
の
コ
ー
ス
に

１０
は
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で

３１

８２

の
男
女
合
計
３
３
９
人
の

方
が
参
加
さ
れ
、
健
康
づ

く
り
に
向
け
て
、
毎
回
、

気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

▽
実
施
期
間
＝
平
成　
２０

　

歌
舞
伎
の
鑑
賞
を
通
し
、

古
典
芸
能
に
対
す
る
関
心

や
知
識
を
高
め
て
い
た
だ

こ
う
と
、
市
教
育
委
員
会

で
は
来
年
１
月　

日
�
、

１６

国
立
劇
場
で
「
古
典
芸
能

鑑
賞
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
公
演
は
、「 
通  
し 

と
お 

し

 
狂 

き
ょ
う 
言 　
 
小  
町  
村 

げ
ん 

こ 

ま
ち 

む
ら 
芝
居 

し
ば
い
の 
正 

し
ょ
う

 
月 
」
を
上
演
し
ま
す
。
な

が
つお

、
国
立
劇
場
ま
で
は
貸

し
切
り
バ
ス
で
市
内
３
カ

所
を
経
由
し
て
送
迎
し
ま

す
。

　

▽
期
日
＝
平
成　

年
１

２０

月　

日
�
▽
場
所
＝
国
立

１６

　

来
年
の
お
正
月
は
、
手

作
り
の
た
こ
で
た
こ
揚
げ

に
挑
戦
―
。

　

流
山
市
青
少
年
育
成
会

議
主
催
に
よ
る
「
親
子
た

こ
づ
く
り
教
室
」
が　

月
１２

９
日
�
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
た
こ
を

作
っ
て
、
来
年
１
月
に
開

催
予
定
の
「
親
子
た
こ
あ

げ
大
会
」に
参
加
し
よ
う
。

　

▽
日
時
＝　

月
９
日
�

１２

９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
生

１２

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

／
定
員
＝
市
内
小
学
生

（
３
年
生
以
上
）
と
そ
の

保
護
者
／　

組（
先
着
順
）

１５

▽
参
加
費
＝
子
ど
も
１
人

３
０
０
円
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　
　
　
　

〈
敬
称
略
〉

　

▽
最
優
秀
賞
＝
辻
本
元

気（
東
小
）、池
澤
知
美（
南

流
山
中
）
▽
優
秀
賞
＝
田

辺
晃
清
（
江
戸
川
台
小
）、

齋
藤
真
愛
（
八
木
北
小
）、

根
本
惇
平
（
南
部
中
）、
大

町
真
輝（
南
部
中
）▽
特
別

賞
＝
本
多
�
悟
（
江
戸
川

台
小
）、牧
彩
音（
南
部
中
）

　

【
ポ
ス
タ
ー
展
】

　
　

月　

日
�
か
ら　

日

１１

１７

２２

�
ま
で
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
流
山
店
に
お
い
て
入

賞
作
品
（
佳
作
以
上
）
を

展
示
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
賞
以
上
の

作
品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
消
防
本
部
の
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８

―
０
２
７
０

ー
ス
（
第
３
希
望
ま
で
記

入
）
を
明
記
の
上
、　

月
１１

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

２２２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
国
保
年
金
課
へ
※

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
申
し
込

み
も
可

　

【
説
明
会
】

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
の

説
明
と
運
動
可
否
判
定
を

行
い
ま
す
。

　

▽
期
日
＝　

月
１
日
�

１２

・
２
日
�
▽
場
所
＝
保
健

セ
ン
タ
ー
※
詳
細
は
参
加

希
望
者
に
通
知

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７
／
�
７

１
５
０
―
３
３
０
９

　
　

月　

日
�
、
生
涯
学

１１

１７

習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
毎

年
恒
例
の
「
青
少
年
健
全

育
成
推
進
大
会
」（
流
山
市

青
少
年
育
成
会
議
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
青
少
年
の

年
１
月
〜
３
月
※
週
２
回

実
施
、
週
１
回
の
参
加
も

可
▽
場
所
＝
①
江
戸
川
台

東
口
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
②
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
／
定
員
＝　

歳
３０

以
上
の
市
民
お
よ
び
市
内

在
勤
者
／
各
コ
ー
ス
と
も

若
干
名
（
多
数
抽
選
）
▽

コ
ー
ス
＝
別
表
の
と
お
り

▽
参
加
費
＝
９
０
０
０
円

（
高
機
能
歩
数
計
５
２
５

０
円
と
シ
ス
テ
ム
使
用
料

１
カ
月
１
２
５
０
円
）
▽

申
し
込
み
＝
官
製
ハ
ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
（
市

内
在
勤
者
は
勤
務
先
名
も

記
入
）、氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、

　

火
災
予
防
意
識
の
高
揚

を
目
的
に
、
市
内
の
小
学

５
年
生
と
中
学
２
年
生
を

対
象
に
募
集
し
た
防
火
ポ

ス
タ
ー
の
入
賞
作
品
が
決

ま
り
、　

月
９
日
に
市
役

１１

所
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

健
全
育
成
に
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
行
わ

れ
る
も
の
で
、
当
日
は
、

日
ご
ろ
青
少
年
の
健
全
育

成
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
団
体
や
個
人
、
な
ら

び
に
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ

ー
入
選
者
の
表
彰
式
が
行

健 康 都 市
宣言のまち

　ヘルスアップ教室がスタートして１カ月が過ぎ、皆さ
ん少しずつ効果が出はじめたようです。１０月からのコー
スで、最高齢の８２歳で参加されている鎌�節子さんは、
「メタボリックが気になり参加しました。日ごろから水
泳やジョギングをしていましたが、自己流で効果が分か
りませんでした。今回のヘルスアップ教室では、科学的
に自分に合った運動量を教えてくれるので安心して体を
動かせます。８２歳の私でも毎回楽しく参加しています。
運動不足になりがちな方は、皆さん参加されたらいいで
すよ」と語ってくださいました。

わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
「
よ
さ
こ
い
風

和
里
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

演
舞
も
あ
り
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

１７

９
時　

分
〜　

時
▽
場
所

３０

１１

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

親
子
た
こ
づ
く
り
教
室

生
年
月
日
、
性
別
、
電
話

番
号
、
健
康
保
険
の
種
類

（
国
保
・
社
保
）、
希
望
コ

生涯学
習セン
ター

江戸川
台

生涯学
習セン
ター

江戸川
台

生涯学
習セン
ター

江戸川
台会　　場

木・日火・土月・金曜　日
時　間

生－９江－９生－５江－５生－１江－１１０：３０～１２：００

生－１０江－１０生－６江－６生－２江－２１３：３０～１５：００

生－７江－７生－３江－３１５：３０～１７：００

生－８江－８生－４江－４１７：３０～１９：００

楽しみながら健康に
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